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平成 2年度

神戸市埋蔵文化財年報

1993

神戸市教育委員会



神戸市教育委員会では、本年度も文化財の保護 。啓発・調査事業

を積極的に推進してまいりました。

埋蔵文化財関係では近年、都市再開発事業や、交通網の整備など

の開発、民間の共同住宅建設の増加に伴 う、緊急発掘調査の件数が

年々急増し、それによる新たな遺跡の発見が相次いでいます。この

ような状況に対し、今年度は学芸員を 1名増員し、教育委員会と財

団法人神戸市スポーツ教育公社が調査を担当するという体制で調査

を行っております。

また、西区糀台西神中央公園内の神戸市埋蔵文化財センターは、

平成 4年 9月 で開館 1周年を迎え、この 1年間で入館者は 6万人を

超えました。当センターは、市内出土の埋蔵文化財の整理・収蔵・

展示・調査研究・啓発の拠点として一般公開しております。今後さ

らに、市民の皆様に広く利用していただければ、幸いに存じます。

本書は、平成 2年度に実施した発掘調査の概要を記したもので、

市内で発見された「祖先の遺産」の記録です。市内の遺跡や、その

出土遺物を通じて、神戸の歴史を知っていただければ幸いです。

最後になりましたが、事業の実施にあた り、御協力を賜 りました

関係各位に対し、深く感謝をいたします。

平成 5年 3月

神戸市教育長 福 尾 重 信



1.本書は、神戸市教育委員会が平成 2年度に実施した埋蔵文化財事業の概要である。事業

に関わる発掘調査は、神戸市文化財専門委員の指導を得て下記の調査組織によって行った。
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2.本書に掲載した位置図は、神戸市立中学校教育研究会社会科研究部編集 (神戸市スポー

ツ教育公社発行)の 5万分の 1神戸市全図を、また各遺跡の位置図は、神戸市発行2500分

の 1地形図を使用した。

3.本書は、埋蔵文化財発掘調査一覧表に示した各調査担当者が執筆して作成し、谷 正俊

が編集を行った。

4.表紙写真は、篠原遺跡出土石鏃の集合写真 (表表紙)、 同遺跡出上の石棒 (裏表紙)で
ある。 (撮影 :楠華堂 楠本真紀子)
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I.平成 2年度事業概要

1.普及啓発   文化財保護強調月間の催 し

事業    (1)大歳山遺跡公園 (垂水区西舞子 4丁 目)では、H月 1日 からH月 7日 ま

での間、復元竪穴住居の内部の公開とともに、古代人の生活の一部を実際

に体験できるよう、火おこし、脱穀等を行った。

(2)「地下に眠る神戸の遺跡展Ⅷ―速報展―」

例年、H月 1日 から30日 までは、五色塚古墳展示室において最近の発掘

資料を広 く市民の方々に知っていただくために、特別展示「地下に眠る神

戸の歴史展」を行っている。 8回 目の展示会 となった今回の展示では、速

報展として、市内で新たに出上した土器や石器を縄文時代から古墳時代ま

での年代順にならべ身近にある遺跡に対する理解を深めていただ くように

展示 した。

玉津環境センター内「吉田南遺跡出土資料展示室」開設

西区森友所在の玉津環境センター内で発見された吉田南遺跡は、弥生時

代から中世にかけての大規模な遺跡であ り、「明石郡衛」の有力な候補地

のひとつである。このたび、神戸市下水道局の協力により、施設の一画に

展示室を設け、当遺跡から出土した遺物の一部を公開した。

また、下水道局が行った遺跡の一部の復元・整備作業 (保存された奈良

時代の掘立柱建物llL群について、その建物の平面的な規模が判るような復

元・整備を行った)に協力し、公園として市民の方々に開放 した。

地域活動への参加

市内各地の公民館、学校では、様々な地域・文化活動が行われているが、

各地域の歴史を地元の方々に知っていただくことを目的に、周辺の遺跡の

出土遺物や写真パネルの展示会を開催 している。今年度は以下の場所で文

化財展を行った。

(1)西 区玉津南公民館「吉田南遺跡・大畑遺跡展」

近年発掘された吉田南遺跡 ,大畑遺跡の弥生時代～奈良時代の遺物を展

示 し、その調査成果を紹介した。

(2)北区長尾町公民館「長尾町埋蔵文化財展」

昭和61年より例年、北区の長尾町公民館で、長尾町内で発見された埋蔵

文化財の展示を行っているが、平成 2年度は、宅原遺跡 (内垣地区)から

出土 した縄文時代～古墳時代の遺物、木の葉等を速報展として公開した。
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刊行物

平成 2年度の埋蔵文化財関係の刊行物は以下の 3点である。

1.押部遺跡第 2次発掘調査概報

2.本山遺跡第12次調査の概要

3.地下に眠る神戸の歴史展 Ⅷ

頒価 1000円

頒価  500円

頒価  50円

2.文化財    当市における埋蔵文化財の発掘調査件数は年々増加の傾向にあるが、今

調査事業  年度は72件 となり、前年度比で17件増加である。しかし、平成元年度の緊

急発掘調査に要した経費と調査面積は、 7億 5千 4百万円、49,385rで あ

るのに対し、豊年度は、 7億 4千 9百万円、54,899Υ と調査費は減少した

にもかからわず、面積は増加している。これは、遺構の分布密度が低い調

査箇所が多かったため、調査に要した経費が少なくて済んだ結果といえる。

民間調査団の調査件教は30件 と前年度より2件増加しているが、調査面

積は、40,559ぽ と著しく増加している。これは、民間開発の増加とともに、

規模の大きい公共事業の民間調査団への調査委託が増えたことがその要因

である。

また、開発計画の際に提出される遺跡分布調査依頼件数は297件 (開発

行為の事前審査、ゴルフ場開発、土地利用目的審査を含む)と前年度より

6件減、それに基づく試掘調査件数は180件 (前年度比40件減)と減少傾

向にあり、バブル景気と称された土地に対する投資・投機的な関心は、ピー

クを越え、やや鈍化した傾向が窺える。

これらを地域別に見ると、旧市衡地での試掘調査がほば全体の半数を占

め、開発が進んでいる西区での調査件数も多い。

また、緊急発掘調査は、西・北神地区が圧倒的に多いことが判る。

平成 2年度埋蔵文化財試掘調査および緊急発掘調査状況

試掘調査件数  緊急発掘調査件数  緊急発掘調査面積
東灘区

灘 区
中央区

兵庫区

長田区

須磨区
垂水区
西 区
北 区

29

13

18

12

12

11

8

53

24

5

22

23

（

〉

９
“

，
ｒ

９
，

９
留

０
じ

1,5684r

2,962ぽ

5,923留

307留

432xF

l,1534P

3,1954r

13,503m2

25,856ピ

180T4              72T4
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3.市内遺跡

発掘調査

の概要

縄文時代

弥生時代

発掘調査原因の事業別件数は民間事業22件、公共事業50件で、公共事業

が約 6割を占める。公共事業のうち、圃場整備事業・道路建設事業等の原

因が多くを占めている。民間事業の場合は、市衡地における共同住宅建設

工事が主な調査原因となっている。

また、保存科学処理業務によって、遺物の保存処理および遺構の切 り取

り等の作業をさらに押し進め、従来は、現地に保存が不可能であった遺構

や、木製品、金属製品等の科学処理の必要なものの保存処理を行った。

神戸市内では、埋蔵文化財発掘調査の件数が増加するにしたがって、従

来よく判らなかった各時代の遺構、遺物が発見されてきた。

垂水区垂水日向遺跡では、約6300年前に降下したといわれる鬼界アカホ

ヤ火山灰の純降下層が確認された。6300年前頃は、縄文海進と呼ばれる現

在よりも海水準が高かった時期にあたっており、純降下層が確認された高

さは、瀬戸内海における当時の海面の高さを示す一資料として注目される。

また、火山灰層の上層からは、洪水で流された大量の流木とともに、市

内では、あまり確認されていなかった縄文時代中期～後期の土器が多数発

見され、当該時期の土器の様相が明らかになった。

北区小部北ノ谷遺跡では、縄文時代中期頃の配石遺構、土坑、溝状遺構

等を検出している。配石遺構の近くには、サヌカイ ト、チャート、黒曜石

製の石器や崇J片が大量に散布しており、付近からは、縄文時代中期頃の土

器が出上している。遺跡の立地条件からみて、一時的なキャンプ地であっ

た可能性が高いと考えられる。

灘区篠原遺跡では、調査区の東半分で、縄文時代晩期の甕棺墓や土坑墓

が確認された。西半分では、ピット群が広がり、居住域であったと思われ

る。

また、大量の石鏃やチップ、台石等が出土しており、石器製作址であっ

た可能性が強い。

西区新方遺跡 (平松地点)では、溝状遺構から弥生時代前期初頭の上器

が出上した。当遺跡は、斎生時代中期初頭～古墳時代を中心とした神戸で

も有数の大規模な遺跡であるが、今回の調査によって、追跡の起源が弥生

時代前期初頭まで遡ることが明らかになった。

西区玉津田中遺跡 (平野地区)では、林生時代後期の流路から市内で 2

例目の鳥形木製品が発見された。この流路からは、浮き、木包丁、男根状

木製品等が出上している。また、調査区の中で、弥生時代後期後半～古墳

時代初頭 (庄内式併行期)の上器が東西17m、 南北 9mの範囲で大量に出
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奈良・平安時代

中 。近世

土 (282コ ンテナ60箱 )し、その直下からは柱穴が確認されている。どの

ような性格の遺構であるかは不明である。

北区宅原追跡では、弥生時代後期の流路内から丼堰と護岸が各 lヵ 所検

出された。井堰は、全長約6.5m、 現存高約60clllを 測る。縦杭は約20本、

横木 3本で構成され、建築材の転用されたものも混じっている。

護岸は、全長約Hm、 高さ1.lmの規模を持ち、縦杭は106本、横木 6本

が確認されている。杭間には、隙間を埋めるため小枝類やアシ類の植物茎

を束にして被覆しており、一部では、建物の壁材の一部と考えられる建築

構造物が転用されている。方生時代の壁材の出土は市内で初めてである。

西区鍋谷池遺跡では、明石川を望む丘陵の頂きに古墳時代後期の木棺直

葬墳が確認された。墳丘は流失し平坦になっていたが、木棺内からは、鉄

刀 1振、鉄鏃 2点、刀子 1振等が出上した。周溝内からは、須恵器の壷、

提瓶、甕、長顕壷、外等が出土している。これらは墳丘が完成した後から、

棺を埋葬するまでに、墓上の祭祀に使用され、墳丘裾、周滞の近くに置か

れたものであり、注目される。

西区養田遺跡では、古墳時代後期の中から須恵器の甕、壷、横瓶、外身

等がほぼ完形品で出土した。また、別の溝からは須恵器の有蓋高芥が、ほ

ぼ完全な形で出土している。これらの遺物は、出土状態からみて、通常の

生活に用いられた状態を示しているとは考えにくく、なんらかのまつ りに

用いられたものであると推定される。

東灘区住吉宮町遺跡では、奈良時代の掘立柱建物址 2棟の他、井戸址 3

基が検出されているが、その井戸から、建築部材 (「扉」材)を転用した

井戸枠が出上した。「扉」材の発見は市内で初めてであり、当時の建築様

式を知る上での貴重な発見といえる。

北区小部北ノ谷遺跡では、土坑から土師器の小皿が27枚重ねて置かれた

状態で出土し、また、土師器の鍋の内面に墨書で、梵字ウーンと漢字「咋」

を書くという地鎮めのまつりの遺構が確認された。

東灘区森北町遺跡では、洪水砂の中から、瓦器羽釜の中に土師器皿 2枚

の日縁部どうしを合わせて入れたものが出土している。これらは、当時の

まつ り、まじないの一例を示す発見である。

兵庫区兵庫津遺跡では、小規模な発掘調査ながら、中世～近世のかけて

の豊富な遺構、遺物が出土した。当遺跡の存在は古文献等によって明らか

であったが、ほとんど調査が行われていなかったため、詳細は判っておら

ず、今回の調査によって、遺跡の様相が断片的ながらも明らかになった。
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平成 2年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (事業別)

番
号 事 業 名 遺  跡  名 所 在 地 調査主体 調査面積 調査期間 内 容 調査担当者

西神ニュータウン造
成 木津遺跡 西区押部谷町 神戸市教育委員会 3800ど H248～ H2717 時期不明 土坑藩 丸山 潔 東喜代秀

西神ニュータウン造
成

木津遺跡 西区押部谷町 神戸市教育委員会
H2115～ ■2118
H21214～ H3319

試掘調査
理蔵文化財なし 東喜代あ

西神ニュータウン造
成

堅口遺跡 西区平野町 神戸市教育委員会 H2126～ ■21213 鎌倉時代 土坑 溝 丸山 潔

北神戸 3地区開発事
業

北神ニュータウン内遺跡 】ヒ区長尾町 り簑讐原理
スポ~

3704r
H2410～ H2420
H2614～ H276

試掘調査
理蔵文化財なし 池 田 毅

遺
段徒尾洋纂助)

北神ニュータウン内遺跡
No 2 3地点 Jヒ区道場町 神戸市教育委員会 160ぜ H331～H3331 公園整備のための古墳

墳丘確認調査 安田 滋

管理用道路設置
】ヒ神ニュータウン内遺跡

聴 4地点
北区長尾町 神戸市教育委員会 H21220～H319 弥生時代中

錮喬整形遺構
丸山 潔

摩邪兵庫高校建設事
業

東川崎町遺跡 中央区東川崎町
(財 )神戸市スポー
ツ教育公社

208Υ H2710～ ■2726 近世の人間の足跡 谷 正俊

窪蔓簑異
中学校 旧三宮駅構内遺跡 中央区北長狭瀬 (夢

翻
スボ~

H2416～ H3131 槃養膊代～圭養
―
算戸

菅本宏明 富山自人

八多小 中学校
改築工事

附物遺跡 北区八多町 (V毅響仄雇
スポ H2616～ H233 中世 掘立柱建物址

近世 土坑群 橋詰清孝

明石国包線建設 出合遺跡 西区平野町
(財 )神戸市スポー
ツ教育公社

2200ヤ
H33■ ～H3381
(次年度継続調査)

仮閣い設置
機械掘肖J作業

谷 正俊

都市計画道路 雲井遺跡 中央区地通 神戸市教育委員会 約80Br H3819～ H333 銑学鶴v淫天
中期 丹治康明

国道428号 線改良事
業

山田原野遺跡 北区山田町
(V抜

,ま仄雇
スポ~ 100Υ

1210BF
H21031～ H211
H318～ H3227 講裡

調
釜世 水田遺糖

中世～近世 本田陸畔

安日 滋

池田 毅

13 興是釜拿
線街路 小部】

そ姿奪琴η次調査 )
北区山田町 神戸市教育委員会 互 45～H253

(1)中 世～近世 自然流路

・蝶軽会=議撃
森屎宏霙 

佐伯二郎

基霙
中央線建設 下小

負昇幸楚4次調査)
北区八多町 び騒者娯圧

市スポー
|!|:i:ど

(4)300Υ

H243～ H2426
H2410～ H2418
■264～ H2618

古墳時代～鎌倉時代

平安時代～
繁霊態建物址

口野博史 内藤俊哉

亀田 袋

北神中央線建設 宅原遺跡 (内垣地区 ) 北区長尾町 り教響ラミ雇
スポ~

90104F I12424～ H3116 繰産鴬代鶴葱Tしがらみ
前日佳久 池田 毅
内藤俊我 浅谷誠吾

明石木見線街路
築造工事

新方遺跡 (丁 の坪地点) 西区玉津町 神戸市教育委員会 H21215～ H3131 古猿時代～平安
暫祭流路

山本雅和

西神22号線自歩道設
置 養田遺跡 西区押部谷町

(財 )神戸市スボー
ツ教育公社

100ゼ 事婆廷燥倉鷺代
土
機 松林宏典

西神22号線自歩道設
置

大畑遺跡 西区平野町
(財 )神戸市スポー
ツ教育公社

1004r 縄文時代～中世 流路 谷 正俊

神戸三口線自歩道設
置

下二郎遺
段第 4次調査 )

】ヒ区有野町
(財)神戸市スボー
ン教育公社

2304f H21217～ H31H 弥生時代末期 溝 松林宏典

神戸三回線自歩道設
置

上二郎遺跡 北区有野町 (移教4彗仄理
スボ~

430Υ
H243～■249
■2528～ H2613

時期不明 土坑 溝 池田 毅

北18号線自歩道
設置

上上津遺跡 北区長尾町 り扱響ラ尋こ
スポ~

H2521～ H2614 平安時代～
慇楊包含層 内藤俊我

歩邁橋設置事業 新方遺跡 (丁 の坪地点) 西区雲津町 神戸市教育委員会 H2419～ H2428 奪長時代
?遺
易合磐僣 丹治康明

日下部汚水幹線
下二郎遺

殺第 3次調査 )
北区有野町 (財)神戸市スポー

ツ教育公社
84Υ H2730～ Hつ 87 古墳時代～奈良時代流路 谷 正俊

蓋架暮霰義坐曇
秘名

畷警5痢a 北区八多町 (財 )神戸市スポー
ツ教育公社

90Υ H325～ H335 弥生時代～中世  溝
湿地状地形 ビット 驀奎簿睾 

谷 正俊

竪察築窪簑築 茂町遺跡 (第 6次調査) 須磨区平田町 (財 )神戸市スボー
ツ教育公社

1000V H257～■2119
H2■ 28～ H21221 竪坪建イ憲V申

代 口野博史 井尻 糖

区画整理事業 水谷遺跡 西区玉津町 (夢壊4ま戻理
スボ~ H2■ 19 H2■ 25 試掘調査

中世 ビット
口野博え

区画整理事業 ニ ッ屋遺跡 西区玉津町 (y簑響戻理
スポ~ H2■ 21～ ■2H22

講翌
調

亀物包含層
日野博吏

区画整理事業 八多中遺跡 北区八多町 り毅響ラミ理
スポ~

60留 H ll 13～ H21116
試堀調査
古墳時代～中

進物包含層
口野博史

市街地再開発事業
垂水日向

安繁 3次調査)
垂水区 日向 神戸市教育委員会 H2101～ H2127 g査鷺Aヤ藝資と言韮

鬼山本雅和
須藤 宏

住宅街区整理事業 狩口台遺跡 垂水区狩日台 神戸市教育委員会 18004f H282～ H2112
弥生時代中期～後

鰹物址
きつね塚古墳 周滞

丸山 潔 東暮代秀
松林宏典

西神墓園建設事業 鍋谷池遺跡 西区平野町
(財 )神戸市スボー
ツ教育公社

1000V H286～■2123 鵡時代 奎現直葬墳 轟睾屠姿
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平成 2年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (事業別)

番
号 事 業 名 遺  跡  名 所 在 地 調査主体 調査面積 調査期間 容 調査担当者

肇臭
嫁古墳周辺整備 五色塚古墳 垂水区五色山 神戸市教育委員会 560Υ H331～ H3331 古墳時代 土坑 丹治康明

藩彙坐撃
場送風機棟吉田南遺跡 西区森友 (財)神戸市スポー

ツ教育公社
135Y H258～ H2525

懸陣鍾
代～鎌倉時代 谷 正俊

みすが地域福祉
センケー建設 御蔵遺跡 長日区御蔵錘 神戸市教育委員会 300F ■257～ H2529 藍栃雹答簿

期 中世
丹治康明

嚢妻築
興センター建東川崎町遺跡 中央区東川崎町

(移

教響尽雇
スポ~

1304f H2312～ H2328 近世 上坑 耕作痕 佐伯二郎

義象婁
な市民会館建 補 荒口町遺跡

(第 0次調査)
中央区橘通 (y教

響仄蓬
スポ~

6404F H2820～ ■2103 古墳時代 土坑 ビット 谷 正俊

市営住宅建設 五番町遺跡 長日区五番町 神戸市教育委員会 182慧 H2724～ H231 遺構は確認されず 丸山 潔
東喜代秀

薗場整備事業 木見遺跡 西区押部谷町 神戸市教育委員会 H2418 試掘調査
理蔵文化財なし 富山直大

圃場整備事業 栄遺跡
木幡遺跡 西区押部谷町 (財 )神戸市スボー

ツ教育公社
1804f H249～ H2412 試掘調査

弥生時代 遺物包合層 菅本宏明

神戸市教育委員会 H256～ H276
ま量岳藝 

轟金態屋坊班
山口英正
佐伯二郎

圃場整備事業 和口遺跡 西区押部谷町 (財 )神戸市スポー
ツ教育公社

H248～ H246 試掘調査
遺物包合層 ビッ 菅本宏明

会
ポ

員
ス蕗

雛

教
神
育

市
＞
教

戸
財

ツ

神
ぐ H2116～ H21126 壽島紫翁 墾箕早禽Fピ 我

秀
俊
代

藤
喜

内
東

圃場整備事業 神出遺跡 西区神出町 神戸市教育委員会 348Br H257～ H2517 藍緩霊花財なし 佐伯二郎

中世 溝 ビット 焼成
上坑 佐伯二郎

闘場整備事業 印路遺跡 西区平野町
(り

教4ξ仄蓬
スポ~ H241～H2412

試掘調査
弥生時代～中世

遺物包含層
富山直人

神戸市教育委員会 H2529～ H268 聾露蕉～中世
遺物包合層

佐伯二郎

H2528
H2611～ H2620

試掘調査
古墳時代～中世

遺物包合層
医伯二郎

圃場整備事業
玉津田中遺

段平野地区)
西区平野町 神戸市教育委員会 24404F

H242-H2428
H276～H3130

弥生時代～古墳時代

平安時代 建物址 
流路 撃屎委霙 罪灘

散
霧

圃場整備事業 栃木遺跡 西区櫨谷町 神戸市教育委員会 40ぜ E21217～ H21220 遺物は確認されず 東喜代秀

E21220～ H21225 誡掘調査
弥生時代 中世 遺構 東暮代秀

圃場整備事業 淡河中村遺跡 北区淡河町 神戸市教育委員会 108ヤ 試掘調査
中世 ビット 東喜代秀

画場整備事業 神日遺跡 北区淡河町 神戸市教育委員会 444Ef H243～ H2420 層合包
ト

物

ツ

査
遺
ピ

調潮祉
西岡巧次
東暮代秀

費写駁警員こ晏宗―
6104r
18Υ

H21119～ H3116
縄文時代石器
鎌倉時代～室町時代

水日址
試掘調査

内離 裁

47 画場整備事業 霰蜃進欧 北区淡河町 神戸市教育委員会 544r ■2111～ H21114 試掘調査
中世 遺物包含層

佐伯二郎

1962Ef H21115～ H21226
講裡

調
露物包合層 佐伯二郎

園場整備事業 屏風遺跡 引ヒ区八多町 神戸市教育委員会 660ゼ H2423～ ■21227
中世～近代初頭

建物址 土坑
木権墓 柱穴

西岡巧次

試掘調査
遺物包含層

西岡巧次

圃場整備事業 宅原遣跡 (豊浦地区) 北区長尾町 神戸市教育委員会 4500ぜ H2510～ H2■ 15 享委鷺A 達易笙居趾 胃畢霰塗
50 圃場整備事業 上津遺跡 北区長尾町 神戸市教育委員会 4921r H2111～ Hつ 1129

講裡
調

惑物包含層
西阿巧次

共同住宅建設 大開遺跡 兵庫区大開通 神戸市教育委員会 154Er 中世 近世 土坑 黒日恭正

共同住宅建設 兵庫津遺跡 兵庫区西仲町 神戸市教育委員会 H21018～ H21129
鎌倉時代～室町時代

江戸時代 圭舞:導ット
黒日本正

共同住宅建設 楠 荒日町遺跡 中央区楠Jl」 神戸市教育委員会 H243～ H2418 時期不明 土坑 丹治康明
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平成 2年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (事業別)

番

号 事 業 名 遺  跡  名 所 在 地 調査主体 調査面積 調査期間 内 容 調査担当者

共同住宅建設 脇浜町遺跡 中央区脇浜町 神戸市教育委員会 208ぜ H2718～ H2730 弥生時代～奈良時代
遺物包含層 須藤 宏

共同住宅建設 滝′奥遺跡 灘区高羽字
滝ノ奥

神戸市教育委員会 2100と
H241～ ■2417
H2119～ H3331

樹木伐採作業
弥生時代 竪穴住居址

上坑 尋果
恭
巖 須藤 

宏

☆既壽詠
住吉宮町

授勢14次調査 )
東灘区住吉宮町 神戸市教育委員会 500認 H265～H2720 墓奮鷺代 髪金差屋揚

址 井戸址

丹治康明 山本雅和
谷 工俊 池田 毅
橋詰清孝

共同住宅建設 森北町遺跡
(第 9次調査)

東灘区森北町 神戸市教育委員会 3684r H281～ H21015 近世 建物址 井戸
土坑 溝

黒田恭正
須藤 宏

共同住宅建設 森北町遺跡
(第 10次調査)

東灘区森北町 神戸市教育委員会 300Y H2920～ H21024 中世～近世
 読総 滴 安田 滋

松林宏典

ビル建設 戎町遺跡 (第 5次調査) 須磨区戎町 神戸市教育委員会
H2313～ H24■
(昨年度継続調査)

弥生時代～古墳時代
土坑 ビッ 円森践堅

悟蓋痔譜人住宅
(文化庁橋助)

垂水 日
里壽η次調査 )

垂水区陸ノ町 神戸市教育委員会 2354F H9■ 12～ H21225 平安時代 建物址
土坑 溝

安田 滋

事務所 倉庫建設 新方遺跡 (東方地点) 西区玉津町 神戸市教育委員会 180Υ 弥生時笙男響溝 ピット佐伯二郎

倉庫建設 新方遺跡 (平松地点) 西区伊川谷町 神戸市教育委員会 H2719～ H2721 弥生時代前期
灘 ビット 東喜代秀

工場建設 潤和遺跡 西区伊川谷町 神戸市教育委員会 遥褒1饉箸翌箋
鎌倉時代丹治康明

フィットネス
クラブ離 篠原遺跡 灘区篠原中町 神戸市教育委員会 8621r

縄文時代晩
聾 土器権墓

弥生時代～平安時代
建物址 ビット

滋
宏
奥宏

知
森
絲

資材置場造成 高塚山古墳群 垂水区多聞町 神戸市教育委員会 4004f H334～ H3381 表土除去作業 橋詰清孝

資材置場進成 天皇山古墳群 北区長尾町 神戸市教育委員会 270Υ H298～ H2914 古墳墳丘確認調査 安口 滋

Jル フ場 法仙坊遺跡 北区八多町 神戸市教育委員会 H2724～ H2829 時期不明 土塁状遺構 丹治康明

宅地造成 西脇山遺跡 北区山日町 神戸市教育委員会 800Υ 臣2423～ H276 中世 土坑 柱穴
火葬墓

黒田恭正
須藤 宏

住宅建設 本山遺跡 東灘区本山南町 神戸市教育委員会 H25, 時期不明 水田班 山本雅和

店舗兼住宅
(文化庁補助)

戎町遺跡 (第 7次調査) 須磨区大田町 神戸市教育委員会 H3312～ H3328 弥生時代中期
ピット 溝

池日 穀

住宅建設
(文化庁補助)

御影山手遺跡 東灘区御影山手 神戸市教育委員会 240雷 H321-H3331 平安時代 建物址 丹治康明

住宅建設
(文化庁補助)

郡家遺跡 (城 ノ前地区) 東灘区御影町 神戸市教育委員会 150♂ H2■ 27～ H21213 藻懇鷺食 圭究:露 東暮代秀

出土遺物整理 大開遺跡 兵庫区大開通 V装響ラ三雇
スポ~ H241～ H3331 前年度調査出土遺物

整理 闘暴痰姿 
富山直人

出土遺物整理 住吉官町遺跡
(第 13次調査)

東灘区住吉東町 (財)神戸市スポー
ツ教育公社

■2111～ H3331 前年度調査出土遺物
整理 橋詰清孝

出土遺物整理 森北町遺
安第 3次調査)

東灘区森北町 神戸市教育委員会 H241-H3331 前年度調査出土遺物
整理

丹治康明
須藤 宏

国道拡幅工事
玉津田中

☆警大山地点 )
西区玉津町 兵庫県教育委員会 640Υ H2419～ Hワ 511 弥生時代中期 集落址 中川I 渉

多賀茂治

県営住宅建設 垂水区高丸 兵庫県教育委員会
試握調査
選構は確認されず 村上賢治

土地区画整理事業 玉津田中遺跡 西区玉津町 兵庫県教育委員会 12026Υ H279～H338 弥生時代～中世
集落址

野
上

療
山

川
木

中
鈴

下
賀
原

山
多
三

国営農地開発 印路古墳群 西区平野町 兵庫県教育委員会 1227r H264～ H2■ 30 警姜鷺袋痰鋼 響雲
久保弘幸 篠宮 正
多賀茂治

土地区画整理事業 玉津口中遺跡 西区玉津町 民庫県教育委員会 H2515～ ■2524 試掘調査
弥生時代～中世集落趾

山下史朗 庚野 誠
鈴木敬二

阪神高速北神戸線建
設 北区山口町 兵庫県教育委員会

試掘調査
遺格は確認されず 篠官 正

県営住宅建設 灘騒備ヶ丘 兵庫県教育委員会 H2530 藍線語確認されザ 村上賢治

六甲山系砂防事業 滝山城跡 中央踊戸港地方兵庫県教育委員会 35Υ ■257 藍狸語確認されず 山上雅弘

養径整基大学建設 吉田南遺跡 西区玉津町 兵庫県教育委員会 2789Ef H21029～H3326 古猿時代～近世
土坑 溝 賽霞覇全 

西日圭介

常本遺跡 西区平野町 兵庫県教育委員会 H21126-H2126 試掘調査
遺構は確認されず

西日和彦
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番
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山陽自動車建設 N0 58地 点 北区淡河町 兵庫県教育委員会 IOΥ
試掘調査
遺構は確認されず

平田博幸 甲斐昭光

87 山陽自動車建設 N0 65地 点 北区淡河町 兵庫県教育委員会 4484f H326～ H3314 試掘調査
遺構は確認されず

平図博幸 甲斐昭光

山陽自動車建設 N0 66地 点 北区淡河町 兵庫県教育委員会
試掘調査
通構は確認されず 平田博幸 甲斐昭光

山陽自動車建設
N0 70地 点
(官 ノ沢城址)

北区淡河町 兵庫県教育委員会 676V 試掘調査
安土 桃山時代 山城 平田博幸 甲斐昭光

山陽自動車建設 N0 72地点 北区淡河町 兵庫県教育委員会
試掘調査
遺構は確認されず 平日博幸 甲斐昭光

山陽自動車建設 N0 76地 点 北区淡河町 兵庫県教育委員会 ■BF 靱露継されず 平日博幸 甲斐昭光

山陽自動車建設 N0 83地 点 北区淡河町 兵庫県教育委員会 藍握露確認されず 平日博幸 甲斐昭光

山陽自動車建設 N0 85地 点 北区淡河町 兵庫県教育委員会 H335～ 6 翻 驀認されず 平口博幸 甲斐昭光

山陽自動車建設 N0 86地 点 北区淡河町 兵庫県教育委員会 H3312 藍攘雷轟認されず 平口博幸 甲斐昭光

山陽自動車建設 NO S8地 点 北区八多町 兵庫県教育委員会 H328～ H3211 試掘調査
遺構は確認されず 山上雅弘 大平 茂

山陽自動車建設 NC 89地 点 労ヒ区八多町 兵庫県教育委員会 靱雷儀されず 山上雅弘 大平 茂

山陽自動車建設 N0 90地 点 北区八多町 兵庫県教育委員会 H325～ H3つ 6 試掘調査
遺穂は確認されず 山上雅弘 大平 茂

山陽自動車建設 N0 92地 点 Jヒ区大沢町 兵庫県教育委員会 129 Er 藍親露蓬義されず 山上雅弘 大平 茂

山陽自動車建設 N0 93地 点 北区大沢町 兵庫県教育委員会 H3122 試掘調査
遺構は確認されず 山上雅弘 大平 茂

山陽自動車建設
N0 94地 点
(ヨ コノ木城址 )

北区八多町 兵庫県教育委員会 2694f 試掘調査
選籍は確認されず

山上雅弘 大平 茂

山陽自動車建設 N0 95地 点 北区八多町 兵庫県教育委員会 1434f ■3130～ H3131 試掘調査
通構は確認されず

山上雅弘 大平 茂

山陽自動車建設 N0 99地 点 北区八多阿 兵庫県教育委員会 H3130～ H324 試掘調査
遺構は確認されず

山上雅弘 大平 茂

山陽 自動車建設
N0 107地 点
(小名日窯址)

】ヒ区八多町 民庫県教育委員会 85ゼ H3212～ H3213 試掘調査
平安～鎌倉時代 窯4L

山上雅弘 大平 茂

山陽自動車建設 N0 108地点 1ヒ区有野町 兵庫県教育委員会 114Y 試掘調査
遺構は確認されず

山上雅弘 大平 茂

山腸自動車建設 N0 109地 点 北区有野町 兵療県教育委員会
試掘調査
患篠は確認されず

山上雅弘 大平 茂

山陽自動車建設 N0 204地 点 北区浜河町 兵庫県教育委員会 28Υ 試掘調査
遺構は確認されザ 山上雅弘 大平 茂

山陽自動車建設 N0 205地点 北区淡河町 兵庫県教育委員会 ■3213,14,35 鎌倉時代 集落址 平田博幸 甲斐昭光

本四連絡道建設 舞子浜遺跡 垂水区東舞子町 兵庫県教育委員会 藍握薇確認されず 長谷川 真

老翻
内

郡家遺跡 東灘医御影町 郡家遺跡調査団 3604f H2423～ H2731 中世末 石組暗渠 高山正久

垂水妙法寺線
道路拡幅工事 野口遺跡

垂水区野田通
馬場通

高山歴史学研究所 5504f H297～H21031 鎌倉時代 上坑 溝 高山正久

巖蟄節 小部北 ″谷遺跡 】ヒ区山田町 高山歴史学研究所 600怒
H321～ H3330
次年度調査継続

中世 落ちこみ 高山正久

山手幹線内
道路建設 郡家遺跡 棄灘医御影町 高山歴史学研究所 800Υ 窒善毒代 塁勇渠 高山正久

北神中央線建設 下小名口遺跡 北区八多町 炒見山麓遺跡調査会 6004f
次年度調査継続 竿晏博袋蝙Й住建物址

土坑
神崎 勝

北神中央線建設 下小名口遺跡 北区八多町 下小名日遺跡調査目
H3212～ H3331
次年度調査継続 嘉霊連建協誕客藍央

住居址 土坑
村尾政人

住宅街区整備事業 狩口台遺跡 垂水区狩日台 73004f H26～H210
録登鷺代昂鍛 圭褒

群
竪穴住居址 掘立柱建物
址 ビット

民野 修

市街地再露発事業 垂水 日向遺跡 垂水区天ノ下町 妙見山麓遺跡調査会 H2116～ ■3217
次年度調査継続

古墳時代 竪穴住居址
上坑 溝

神崎 勝

ニューケウン造成
西神ニュータウン内
Nd65地 点遺跡

西区樫野台 神戸女子大学遺跡調
査会

5000ゼ
次年度調査継続

時期不明 焼土坑 藤井利章

τ奮蓬肇
福祉セン

大口町遺跡 須磨区大田町 関西文化財調査会 H3122～ H3322 平安時代 掘立柱建物
址 土坑 吉川義彦
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平成 2年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (事業別)

番
号

事 業 名 遺  跡  名 所 在 地 調査主体 調査面積 調査期間 容 調査担当者

圃場整備事業 跡
跡
遺職鮮

宅
下 北区長尾町 妙見山麓遺跡調査会 6800Υ

H2410～ H2731
H271～H3325 車笹

時
翁立達建物址
土坑

神崎恵子

圃場整備事業 淡河中村遺跡 北区淡河町 中村遺跡調査団
800Ht
1816V

H2515～ H2611
■21022～ H21221

中世
 儀奈蓬義

坑
村尾政人

圃場整備事業 玉津日中遺跡 西区平野町 玉津田中遺跡調査団
H21029～H338
H339～ H3320

弥生時代後期～
古墳時代 集落址 阿都嗣治

圃場整備事業 萩原遺跡 北区淡河町 萩原遺跡調査団 427ぜ H317～ H329
平安時代～鎌倉時代
掘立柱建物址 上坑
ビット 浦

村尾政人

圃場整備事業 栃木遺跡 西区越谷町 神戸女子大学追跡調
査会

t500ゼ H2415～ H2731 時期不明の柱穴 自然流
路

藤井利章

圃場整備事業 長谷遺跡 西区旗谷町
聾蜃

女子大学追跡調 H24ユ～H2430 藤井利章

共同住宅建設 篠原南町遺跡 灘区篠原南向 神戸女子大学遺跡調
査会

■00Υ
古墳時代 自然流路

浦
藤井利章

共同住宅建設 甲南町遺跡 東灘区甲南町 甲南町遺跡調査団 490EF H2926～ H21026 古代末～中世 本田址 阿部嗣治

共同住宅建設 楠 荒口町遺跡 中央区楠町 妙見山麓遺跡調査会 380BF 課笙時戻甚r注穴
上坑

神崎 勝

共同住宅建設 元町遣跡 中央区元町通 元町遺跡調査団 580ぜ H2618～ ■2910 鎌倉時代
 主尻 :儀

穴
村尾政人

共同住宅建設 西岡本遺跡 東灘区西岡本 六甲山麓遺跡調査会 2000aF Hl 12 19～ H21215 彗露 藝基 橋☆代姿)

共同住宅建設 下山手通遺跡 中央区下山手通
大手前女子大学
史学研究所

S004F
H3315～ ■3531
次年度調査継続

古墳時代後期 柱穴
土坑

中世 水田址
藤井直正

住宅建設 八幡町遺跡 灘区八幡町 炒見山茂遺跡調査会 540♂ H241～■2613 享曇勇谷掘範雹跳
室町時代 土坑

神崎 勝

ビル建設 福原遺跡 兵慮区福原町 福原遺跡調査団 H2913～ H21020 中世 柱穴 土坑
近世 溝 土坑 井戸 村尾政人

ビル建設 高津橋岡遺跡 西区玉津町 関西文化財調査会 6144f H2921～ H21124 軽愚Υ絶態勘
址 土坑

吉川義彦

宅地開発 丸塚遺跡 西区玉津町 関西文化財調査会 600Ef H2726～ H295 中世 ? 柱穴 吉川I義彦

ホテル建設 熊内遺跡 中央区旗塚通 六甲山麓遺跡調査会 8704f I12115～ H3216 弥生後期 竪穴住居趾 浅岡俊夫

ホテル建設 生回遺跡 中央区中山手轟 生田遺跡調査団 894Υ Hつ 64～ ■2925 中世 大溝 自然流路 阿部嗣治

-9-



平成 2年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表 (本書掲載分)

番号 遺 跡 名 所 在 地 調査主体 調査面積

ユ 神出遺跡 西区神出町東 神戸市教育委員会 78Y

2 鍋谷池遺跡 西区平野町黒田 (財 )神戸市スポーン教育公社 1600ur

3 栄遺跡 西区押部谷町栄 神戸市教育委員会 230Υ

4 養田遺跡 西区押部谷町養田 (財)神戸市スポーツ教育公社 100nf

5 大畑遺跡 西区平野町大畑 (財)神戸市スポーツ教育公社 100nf

玉津田中遺跡 (平野地区) 西区平野町福中 神戸市教育委員会 2440mf

7 新方遺跡 (平松地点 ) 西区伊川谷町潤和 神戸市教育委員会 50Y

8 狩日台遺跡 垂水区狩 日台 7丁 目 神戸市教育委員会 1800Υ

9 垂水 日向遺跡 (第 3次調査 ) 垂水区日向 1丁 目 神戸市教育委員会 200Υ

垂水 日向遺跡 (第 4次調査 ) 垂水区陸ノ町 1丁 日 神戸市教育委員会 235ぽ

戎町遺跡 (第 6次調査 ) 須磨区平田町 3丁 目 (財 )神戸市スポーツ教育公社 1000Y

12 戎町遺跡 (第 7次調査 ) 須磨区大田町 2丁 目 神戸市教育委員会 23dr

13 兵庫津遺跡 兵庫区西仲町 1丁 目 神戸市教育委員会 153nf

旧三官駅構内遺跡 中央区北長狭通 4丁 目 (財 )神戸市スポーツ教育公社 4457Υ

15 篠原遺跡 灘区篠原中町 2丁 目 神戸市教育委員会 862Df

郡家遺跡 (城 ノ前地区 ) 東灘区御 X//町御影 神戸市教育委員会 150ar

17 住吉宮町遺跡 東灘区住吉官町 6丁 目 神戸市教育委員会 500Υ

森北町遺跡 東灘区森北町 1丁 目 神戸市教育委員会 300Υ

小部北ノ谷遺跡 (第 1 2次 調査 ) 北区山田町小部字北ノ谷 神戸市教育委員会 Υ

ぜ

西脇山遺跡 北区山田町原野字西脇山 神戸市教育委員会 800Υ

山田原野遺跡 北区山田町原野 (財)神戸市スポーツ教育公社 1210Y

神田遺跡 北区淡河町神田 神戸市教育委員会
(財)神戸市スポーツ教育公社

610Υ

房風遺跡 北区八多町屏風 神戸市教育委員会 530Υ

附物遺跡 北区八多町附物 (財)神戸市スポーン教育公社 340ぜ

宅原遺跡 (豊浦地区) 北区長尾町宅原 神戸市教育委員会 4500mf

宅原遺跡 (内 垣地区) 北区長尾町宅原 (財)神戸市スポーツ教育公社 9010Υ

27 下小名田遺跡
(第 1～ 5次調査 )

北区八多町下小名田 (財)神戸市
^ポ

ーツ教育公社 Υ

Υ

Υ

ぜ

Υ

荏段壽で 4次調⊃ 北区有野町二郎 (財)神戸市スポーツ教育公社 (3)844f
(4)230Υ
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調 査 期 間 調査担当者 調 査 内 容

H2521～ H2525 佐伯 二郎 中世  ビット 溝 焼成上坑

H286～ H2123 富山 直人
橋詰 清孝

古墳時代後期 木棺直葬墳
平安時代 土坑

” Ｈ２

０” Ｈ

Ｈ

Ｈ
山口 天正
佐伯 二郎 苺覇票翁後期 岳径態屋務jul

H2113～ H21212 松林 宏典 古墳時代    溝 土坑
平安～鎌倉時代 溝

H2109～ H2111 谷  工俊 縄文時代～中世 流路

H242～ H2428
H276～ H3130

山口 阿部
松林 井尻

弥生時代後期 流路 土器集積遺構
古墳時代前期 流路 土器集積遺構
平安時代後半 掘立柱建物址 畦畔

H2719～ H2721 東 喜代秀 弥生時代前期 溝 ピット

H282～ H2H2 丸山 東
松林

弥生時代中～後期 住居址 掘立柱建物址
古墳時代後期   きつね塚古墳周溝

H2101～■2127 山本 雅和
須藤 宏

縄文時代早期 鬼界アカホヤ火山灰層

響養薄代後期 金笑窪g址
H21112～ H21225 安田 滋 平安時代 掘立柱建物址 土坑 溝

H257～ H2119
H21128～ H21221

口野 博史
井尻 格

縄文時代～室町時代 土坑 溝  ビット

H3312～■3328 池田 毅 弥生時代中期 ピット 溝

H21018～ H2H29 黒 田 恭 正 鎌倉～室町時代 土坑 溝
江戸時代    土坑  ピット

H2416～■3131 菅本 宏明
富山 直人

縄文時代晩期
奈良～平安時代
室町時代 坑土

坑
坑
戸

土
土
井

H259～ H2830 安田 滋
須藤 宏
松林 宏典

縄文時代晩期 土坑墓 土器棺墓
弥生時代後期 堅穴住居址 土坑  ピット
平安時代   ピット 足跡

H21127～ H21213 東 喜代秀 藻暮鷺袋 圭舞:導

H265～H2720 丹治 山本
谷  池田
橋詰

古墳時代 竪穴住居址 ビット 土坑
奈良時代 掘立柱建物址  ピット 井戸址

H2920～ ■21024 安田 滋
松林 宏典

中世～近世 土坑 溝 流路

H243～ H2414
H245～H2531 郎

典

滋

二
宏

田
伯
林

安
佐
松

縄文時代中期 配石遺構 土坑 溝
鎌倉時代   土坑
室町時代   ビット 地鎮遺構

H2423～ H276 黒田 恭正
須藤 宏

中世 土坑 柱穴 火葬墓

H318～ H3227 池田 澱 中世～近世 水田畦畔

H2H19～ H3116 内藤 俊哉 鎌倉～室町時代 水田址
縄文時代    石器

H2124～■3116 西岡 巧次 中世～近世初頭 掘立柱建物l■ 木棺墓 土坑 柱穴

H2616～■283 橋詰 清孝 中世 掘立柱建物址
近世 土坑

H2510～ ■21115 西岡 巧次
阿部 敬生

古墳時代後期 竪穴住居址
平安時代末期 掘立柱建物 j■

H2424～■3116 前田 池田
内藤 浅谷

縄文時代後期 土坑

築各博代後期 選肇主究堰

”Ｈ２
０やＨ

”Ｈ２

”Ｈ２

”Ｈ３

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

口野 内藤
口野 内藤
谷
池田
菅本 谷
橋詰

弥生時代～中世   湿地状地形
古墳時代～鎌倉時代  ビット 溝 土坑
平安時代～鎌倉時代 掘立柱建物址 畦畔

H2730～ H287
H21217～ H3114

谷
松林

正俊
宏典

弥生時代末期    溝
古墳時代～奈良時代 流路
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1.神出遺跡

Ⅲ。平成 2年度の発掘調査

1.神出遺跡

1.は じめに   神出地区は、平安時代から鎌倉時代にかけての神出古窯t■群が存在する。

最近では、窯址のみならず、粘土採掘坑、掘立柱建物址、木棺墓など、生

産に直結した生活を窺い知る資料が、発掘されている。

今回の調査地は、中ノ池の東、刈屋谷池の北西側に位置する。
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●g.1 調査地位置図 S=1:2500

1ト レンチ
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2.調査の概要

1ト レンチ

東西方向の トレンチである。基本層序は、上から、耕上、黄褐色粘質土

(床土)、 褐灰色粘質土 (遺物包含層)、 勇黄褐色粘土 (地山)である。

トレンチ東端から8mと 、19mの 2ヵ 所で、落ち込みを確認した。水田

形成・造成時に削平されたものと思われる。

Ｎ

Ｊ
′

オ

ｑ

ｒ

ｒ

′

＋

′

′

10m

1ト レンチ

“

g.3 遺構配置図
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S P01

S P02

S D01

2ト レンチ

S X01

ピット群

3.ま とめ

■g.4 2ト レンチピット群平面図

1 神出遺跡

直径32～ 36clll、 深さ23cmの柱痕である。

直径42clll、 深さ14clllで、皿状にくばむ。

幅50cm以上、深さ30clllで ある。東肩は、暗渠と思われる新しい溝によっ

て破壊されている。

いずれの遺構からも遺物は出上していない。

南北方向のトレンチで、北側へ緩やかに傾斜している。基本層序は、 1

トレンチと同様である。

トレンチ南半で検出した焼成上坑である。長さ約4.6m、 幅約 1.6mで、

北側に突出部が付設されている。深さは10clll前後と浅いが、焼土や灰が充

満していた。遺物は、須恵器片が若千出土している。

北半で検出した。掘立柱建物l■を構成すると思われるが、 トレンチ調査

のため、その規模、性格等は不現である。

1ト レンチでは、明確な遺構はわずかであったが、2ト レンチにおいて、

焼成土坑とピット群を検出した。

⑥
④

◎  OO  O
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O  ③
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を 、
＼ � く 、

呵 【 ヽ
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市g.5 2ト レンチSX01平面図
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¬g.6
2ト レンチ
ビット群
(西から)

fig. 7

2ト レンチ
SX01検出状
況 (東から)

¬9 8
2ト レンチ
SX01完掘状
況 (東 から)
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1.(ま じめに

ベ 剣‖||

2 鍋谷池遺跡

なべたにいけ

2.鍋谷池遺跡

鍋谷池遺跡は、西神墓園建設に伴い、昭和61年 より継続的に発掘調査が

行われ、試掘調査を含め今回で 4次を数える。これまでに、秀生時代中期

の竪穴住居l■や、甕棺などが検出されたほか、弥生時代の上坑、地山整形

遺構や、平安時代の土坑が検出されている。また、細く枝状に伸びる丘陵

先端には、分布調査によって確認された古墳があり、鍋谷池古墳群として

知られている。今回は、平成元年度調査地点の南西に続く尾根筋で、黒田

地区の集落に最も近い丘陵先端部にあたる。この地点は、細い痩せ尾根が

続く丘陵にあって比較的広く、平坦な尾根脊梁部となっている。今回の調

査では、昭和61年度および平成元年度の試掘調査の成果により、この尾根

脊梁部を中心に約1,600留 の調査区を設定した。

遺跡は、明石川の右岸段丘、雄岡山から南方に伸びる丘陵上に位置する。

この丘陵上には、内野池・古野池・七曲り'常本の各古墳群があり、段丘

上には、常本、黒田遺跡等の弥生時代～平安時代の集落址がある。またこ

の丘陵を隔てた北側には、神出遺跡が存在している。

爬雨

℃

泌
寄
鵡
fig 9 調査地位置図 S=1 :5000
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2.調査の概要

鍋谷池 2号墳

(1)位置と現状

(2)墳丘と周溝

ng.10 鍋谷池 2号
墳完掘状況

鍋谷池 2号墳は、尾根最高点 (101,71m)よ り南東に伸びる尾根脊梁部

に位置している。墳頂部の標高は、101.23mで丘陵最高所よりやや南東に

下った所にあたるが、眼下に黒田の集落を一望でき、遠くに明石海峡、淡

路島を望むことができる眺望に優れた位置にある。

調査前の測量においては、古墳状の隆起は、全く確認できなかった。平

成元年度の試掘調査では、古墳の盛土らしきものが検出されていないこと

や、調査区の西斜面がかなり崩れ、土砂の流出が激しかったことから古墳

の墳丘は、かなり流出しているものと思われた。

ただ、尾根脊梁部を東西にカットしたような痕跡が見られ、遺構の存在

が窺われた。

周溝心々距離より知 り得た墳丘の規模は、直径14.5mの 円墳である。墳

丘の盛土は、後世の削平や、流出によって全く失われ平坦面となっている。

そのため、当古墳に関係すると思われる須恵器片が広範囲に散乱していた。

表土あるいは流出土を除去すると、地山面で周溝、埋葬施設が検出された。

墳丘を画する周溝は、全周せず、最高所側の北半および、南側を画する

溝が存在する。周溝の規模は、最も遺存度の良いところで幅2.5m、 深さ

0。 35mである。最高所側である北側の尾根頂部の周溝は、幅 5～6m(深

さ0.35～ 0.5m)と 広くなっている。この部分では、二段に掘 り込まれて

いるが、本来の周溝幅は、2.5mであろう。これは、古墳を築造するにあ

たって、背後 (北側)の尾根筋をカットし、その上を古墳の盛土として利

用したものと思われる。

また、周溝より知 り得た墳丘の範囲には、灰,木戊層がわずかに認めら

れることや、戊化した樹根が存在することから、築造前に旧地表面を焼い

た可能性が高い。
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(3)埋葬施設

(4)焼土坑

¬g.11 鍋谷池 2号墳
墳丘測量図

/‐‐
3虫 もむο、、、

2 鍋谷池遺跡

埋葬施設は墳丘のほぼ中央に位置する。尾根筋に直交 して、長さ 4m、

幅1.8mの墓坑を穿ち、その中に長さ3.lm、 幅0。 85mの組み合わせ木棺

が納められていたと考えられるが、南西隅は撹乱によって破壊されている。

棺底は、ほぼ水平である。棺内より須恵器芥蓋 1点、鉄刀 1′点、鉄鏃 2点、

刀子 1点、鈍 1点、用途不明鉄製品 2′点が出上し、棺外からネ蓋 1点が出

土している。

埋葬施設の東方に検出された1.2m× 1.5mの精円形の土坑である。周溝

が全周していれば、ちょうど墳丘裾の基底部に位置する。土坑は、括鉢状

に掘 り込まれ、壁面には、激 しく火を受けたと思われる痕跡が残されてい

る。埋土中より須恵器の細片を数点検出した。
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(5)遺物出土状況  遺物は、大きく分けて埋葬施設と周溝内より出上している。

埋葬施設    副葬品には、棺内および、棺外に埋納されたものがある。棺内の中央の

南側板に沿って刀子が切先を東に刃を北に向けて置かれ、これと重なり合

うように用途不明鉄製品が検出された。この東側から平根式の鉄鏃が 1点

出上している。これらの遺物は、いずれも棺底から出土している。

棺内出上の遺物には、棺底より浮いた状態で出上しているものもある。

棺の西側の北側板に沿うように出土した鉄刀は、切先を東に向け、刃は、

南に向けられている。切先は棺底に触れているが、柄はその比高差が0.18

mと 大きく浮きあがった状態で出上している。また、中央で出土した長顕

鏃、鈍、須恵器芥蓋も棺底より若干浮いた状態で出土しており、棺上に置

かれていた可能性がある。

この他、東小日部墓坑において須恵器外蓋 1点が出土している。これは

墓坑プランを検出した時点で出上したもので、棺底からは0.2mあ り、木

棺を納め、ある程度埋めた段階で納められたものと思われる。

また、墓坑埋土より須恵器細片 5点が出土している。これらの遺物は、

周溝出土のものと接合することが明らかとなった。

―

―

Z

O                                     Zl

調査区測量図
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2 鍋谷池遺跡

1010m

A三
こ と≡笙 璽 垂 導 _峯 撃 ≧ ____望 正 三 プ

す ~A′

V~~ 0                 2

●g.13 鍋谷池2号墳埋葬施設平面 。断面図

■9.14 鍋谷池2号
墳埋葬施設

gヽ.15 埋葬施設内
鉄刀出土状
況

―― ′V
tu O■ 0:
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周 溝 最も多くの遺物を検出したのは、周溝内からである。周溝内でも東半部

に集中して出土している。また、出上位置・状況によって北東群と東群の

2群に分けることができる。

北東群は、おおむね周溝底から出土したが、やや浮いた位置から出土し

ているものもある。堆積状況から墳丘側から流れ落ちたものと考えられる。

出土したものは、いずれも細片となっている。これらを復元すると短頸壼

・直口壷・提瓶 。大甕各 1点、台付長頸壷 2点があるが、芥蓋も1セ ット

存在していたものと思われる。この内、復元することができなかった蓋外

片と提瓶および大甕は、埋葬施設の掘形埋土より出土した数点の細片と接

合することが明らかとなった。このことから、これらの遺物は、墳丘が完

成した後から、棺を埋葬する間に、墓上における祭祀に使用され、墳丘裾、

周溝の近くに一括投棄されたものと考えられる。

東群は、周溝のプランを検出した時にそのほとんどが出土しており、堆

積状況から周溝がやや埋まりかけたところに、墳丘側より流れ込んだもの

と思われる。この一群の器種構成は、不身 2点、外蓋 。高外・提瓶が各 1

点ずつある。

∠室三≡三:妥讐4ヽ 1

動 ⑤

肇 1郵 12

“

g.16 鍋谷池 2号墳遺物出土地および接合関係
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土坑群

2 鍋谷池遺跡

古墳の他に、29基の上坑を検出した。S K01～ 04は、直径2.0～2.5mの

円形の上坑である。断面形は、活鉢状である。 S K01,02,03か ら近世の

陶磁器片がわずかに出上した。いずれの土坑も、掘削後すぐに埋め戻され

たような埋上の堆積状況であった。

S K05・ 06・ 07は、幅0,7～0.9m、 長さ1.2～ 1.7mの長方形の上坑で、

ほば、垂直に掘 り込まれ、底は平坦に仕上げられている。S K05,06の 周

辺からは、11世紀後半のものと考えられる娩が出土しており、土坑墓の可

能性がある。
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■g.17 鍋谷池2号墳埋葬施設出土鉄製品
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3.ま とめ

S K08は 、幅1,2m、 長さ2.5mの長方形の上坑で、坦土中に焼土と木

炭が混在していたが、土坑自体は、火を受けていない。出土遺物はなく時

期は不粥である。この他、不整形な土坑を19基検出したが、出土遺物もな

く、時期、性格共に不明である。

今回、検出された古墳は、鍋谷池古墳群内に位置している。同古墳群は

分布調査によって確認されたもので、その実態は明らかではなかった。

今回の調査で同古墳群の状況の一端を明らかにすることができた。検出

された古墳の築造時期は、6世紀中頃から後半にかけてのものと思われる。

また、当遺跡の南東に位置する黒田遺跡では、 6世紀中頃から後半と、

11世紀後半代の集落跡であることが確認されている。この古墳の被葬者は、

黒田遺跡と深く関係した人物であったことが窺える。また、H世紀後半代

に墓地として利用されたものと思われる。

20cm

:棺外出± 2:棺内出± 3～ 11:周溝出土

ヤ

ng.18 鍋谷池 2号墳出土土器 1
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1. は じめに

2.調査の概要

1ト レンチ

S B101

3.栄遺跡

さかえ

3.栄 遺跡

栄追跡は、これまで数次の調査によって弥生時代から中世の遺構が検出

されている。今年度の調査は、排水路、道路予定地、切土部分において実

施した。調査中に工事計画の変更があり、 4～ 6ト レンチについては一部

の調査を実施した。栄遺跡は、明石川の上流域右岸にあり、粥石川が形成

した河岸段丘上に位置する。標高は約26mである。調査地周辺では、弥生

時代の栄墳墓群、古墳時代後期の押部谷群集墳、平安～中世の一大窯業地

帯である神出古窯址群等の遺跡が確認されている。

基本層序は、現耕作上、旧耕作土、暗灰色粘質上、淡黄灰色粘質土、砂

礫層である。遺物包含層はほとんど存在せず、砂礫検出面が遺構面となる。

掘立柱建物址 1棟、柱穴、土坑等が検出された。

1間 ×3間以上の規模の、磁北にはば平行する掘立柱建物址である。遺

物は出土せず、時期は不明である。

3ト レンチ 11
|

山  |

4ト レンチ

ng.19 調査地位置図 S=1:2500
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¬

2ト レンチ

東半部

西半部

土留遺構

大 溝

3ト レンチ

4ト レンチ

東半部と西半部に調査区を設定した。

調査区の大半が自然流路の影響を受けており、円礫層の堆積層からは、

遺物の出土はなかった。流路の影響を受けなかった箇所には、遺構が残存

している。土坑、ピット等が検出されているが、遺物は出土しなかった。

調査区西半部は、近世の圃場拡張時に、河川の浸食によって形成された

斜面に盛土を施している。圃場を保護する目的の杭列 (土留遺構)や、溝

が 4条検出されている。

圃場拡張前の傾斜変換点で検出された遺構である。直径 5 clll程度の杭が

7本倒れた状態で検出され、その上に植物遺体を水平方向に並べられた状

況で検出された。杭の検出状況から、土留めの役割を果たしていたものが、

土圧によって倒壊したものと考えられる。

2ト レンチ東側で検出された。東北～西南へ流下する幅240clll、 深さ80

clllの溝である。溝底の一部に、30～ 50clll大 の自然石が検出された。遺物は

検出されていないため、時期は確定できない。

現圃場に伴う暗渠以外は検出されていない。

1950年代まで宅地であった所で、近代の井戸が検出された他は、遺構お

よび、遺物の検出はなかった。

ヽ
＼

ヽ

＼

●g.20 1～ 3ト レンチ平面図
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3.栄遺跡

■9.21 2ト レンチ西側全景

Z~~

o                    2m

4m

●g.22 1ト レンチSB101平面図
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●g.23 2ト レンチ土留遺構

-33-



5ト レンチ

S X501

S B501

S B502

6ト レンチ

3.ま とめ

古墳時代後期の住居址、土坑等が検出された。

調査区西端で検出された遺構で、検出径360clll以上、深さ50clllの 上坑で

ある。現耕作土直下でプランが検出されていることと、近代の陶器が出土

していることから、当該時期の遺構である。 10clll程度の円礫で埋められて

お り、遺構の性格は不朔である。

古墳時代後期の竪穴住居址である。プランは 1辺約 6m程度の方形であ

ると考えられるが、南東コーナー部で別の住居址 と切 り合ってお り、西側

は、 S X501に よって影響を受けているため、詳細は不朔である。

炉の部分を除いて、幅20clllの周壁溝を巡らしている。住居IILの 東辺から

は炉が検出されている。

遺物は、炉内より上師器甕が、住居l■東辺に須恵器不身 3個体、土師器

甕数個体が出土 した。須恵器外身は、すべて伏せられた状況で検出された。

S B501の 東南コーナー部で切合 う住居l■である。切合い関係からみて、

時期は S B501よ り新 しいが、工事計画変更により、全面調査が実施でき

なかったため、プラン、時期等の詳細は不明であるが、方形の住居址であ

る可能性が高い。

近世から近代の井戸、土坑が検出された。工事計画の変更に伴い、プラ

ン検出途中で調査を中止している。

1ト レンチから4ト レンチは、大半が自然流路の影響を受けてお り、遺

構の残存状況は悪い。遺物の出土も少なく様相は不朔であるが、この地区

の圃場開墾時期が平安時代以降であることを確認 した。 5ト レンチでは、

古墳時代後期の竪穴住居址が 2棟検出され、古墳時代の集落が当 トレンチ

周辺に広がることを確認 した。

2

く
く≡三三三三:言:::テ

〉'3

5ト レンチSB501平面図fig.24 SB501出 ユュ遺物
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1.(ま じめに

4 養田遺跡

よう だ

4.養田遺跡

養田遺跡は高塚山 (標高149。 7m)ん らヽ明石川に向かって延びてきた丘

陵先端の洪積台地上、標高55～ 60mに立地する。昭和45年度圃場整備事業

の工事中に発見されたもので、昭和50・ 51年度の調査により方生時代～平

安時代の複合遺跡であることが確認されている。この調査では、弥生時代

後期の円形竪穴住居lIL l棟、古墳時代後期の方形竪穴住居址 1棟・掘立柱

建物址 2棟、平安時代の上器溜め遺構などの遺構が検出された。昭和61年

にはパイプライン敷設に伴う試掘調査 。発掘調査が実施され、秀生時代後

期・古墳時代前期・平安時代後半～鎌倉時代後半の遺構・遺物が検出され

ている。昭和63年の西神22号線自歩道設置に伴う調査では、縄文時代晩期

の土器が出上している。

今回の調査は、西神22号線自歩道設置に伴うもので、工事により影響を

受ける部分について発掘調査を実施した。

W」 T

‖ 
＼

//  11  //

W   /

/

/

)「 /
/

/   11

/
/

/

・
'tFラ

/

/殿

//   11
Ⅲだ

貿
1 /

VI“
/

1  //

●g.26 調査地位置図 S=1:3000
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2.調査の概要

基本層序

試掘調査の結果に従い、旧耕土までバックホーにより掘削を行い、以下

は人力により掘削を行った。

基本層序は以下の通 りである。現耕土、床土、旧耕土、淡灰色粘質砂、

褐灰色粘質砂、茶灰色粘質砂、淡青灰色粘質砂、淡青灰色シル ト質砂ない

し淡青灰色粗砂、淡青灰色砂礫となっている。旧耕土以下の各層に遺物が

10m

ヽ

く

、

＼

第 1遺構面 第 2遺構面

●g.27 調査地平面図
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第 1遺構面

第 2遺構面

fig.28

SD03遺物出土

状況 (西から)

4.養 田遺跡

包含されている。旧耕土と淡灰色粘質砂層には中世の、褐灰色粘質砂層に

は古墳時代及び中世の、淡青灰色粘質砂層と淡青灰色シルト層には古墳時

代の遺物をそれぞれ包合している。遺構は茶灰色粘質砂層上面 (第 1遺構

面)と淡青灰色シルト質砂層ないし淡青灰色粗砂層上面 (第 2遺構面)で

検出している。

第 1遺構面では溝 2条を検出している。 S D01は幅60clll、 深さ20clllを測る

ほぼ東西方向の溝である。 S D02は幅0.8m～ 1,Om、 深さ20clllを測る南北

方向の溝である。溝から出上した遺物から12～ 13世紀のものと考えられる。

遺構の性格は明確ではないが、水田に伴うものとも考えられよう。

第 2遺構面では土坑 1基 と溝 2条を検出している。

S K01は径45clllの 円形の上坑である。中に須恵器不身・不蓋が蓋をした

状態で出上した。中にはなにも入っておらず、わずかに隙間から入り込ん

だとみられるシル トが底に薄く溜まっていただけであった。時期は 6世紀

前半に属するとみられる。

S D03は幅0.4m～ 1.2m、 深さ5～ 30clllを測る南北方向の溝である。南

からゴヒに向かって傾斜しており、北に向かって幅広となっている。この溝

の北端付近で須恵器の変 1・ 壷 2・ 横瓶 1・ 外身 1(いずれもほぼ完形品)

。破砕された甕の破片がかたまって出上した。出土状態からみて日常の生

活に用いられた状態を示しているとは考えにくく、なんらかのまつりに用

いられたものではなかろうか。時期は 6世紀後半に属すると考えられる。

S D04は幅40～ 50clllの南北方向の溝である。中から須恵器の有蓋高不が

出上した。全体にやや傾き、蓋がずれ、蓋の破片が 2方向に散った状態で

爾
極識堺

，
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3.ま とめ

A′ ――

出土している。必の中には蓋がずれていたため上が充満しており、他にな

にも見出すことはできなかった。遺構の性格は不明であるが、これも出土

状態からみてなんらかのまつ りに用いられたものではないかと考えられ

る。時期は 6世紀前半に属するとみられる。

いずれの遺構も埋土と遺構面の上色・土質が近似していたため、検出が

困難であった。そのため遺構のプランが確認されたのはかなり遺構面を掘

削した段階であった。従って、実際の遺構面のレベルはさらに高かったも

のと考えられる。

さらに、 S D03北半付近の下層である淡青灰色粗砂層中にも遺物が含ま

れておりこれを除去すると東にむかって落ちる自然地形が検出された。

今回の調査では、12～ 13世紀と古墳時代後期の遺構が検出された。なか

でも古墳時代後期の遺構は、性格は不粥であるが、特異な出土状況を示す

ものであり今後の検討が必要であろう。昭和50。 51年の調査でも古墳時代

後期の住居址などが見つかっており、広範囲に遺構・遺物が存在するよう

で、この時代の大規模な集落の存在が想定されよう。

― s

0                                1m

■g.29 SD03遺物出土状況
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4 養田遺跡
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●g.30 養田遺跡出土遺物 (1)
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I. は じめに

駕

fig 32

5 大畑遺跡

おおはた

5。 大畑遺跡

大畑遺跡は、昭和40年代に行われた圃場整備に伴う工事で、今回の調査

地の西に接する排水溝を掘削した際に、幅10m前後の流路状の遺構が断面

で確認されたのが発見の契機となった。その掘削された土中には、縄文時

代～弥生時代後期の上器が含まれていたが、当時は調査体制が確立してお

らず、詳細を粥らかにすることができなかった。

昭和63年度、平成元年度には画場整備事業 (第 1次調査)と西神22号線

自歩道設置事業 (第 2次調査)に伴う発掘調査が今回の調査地の南で行わ

れ、中世の遺構と弥生時代後期～古墳時代勧頭の上器が多数出土した。

また、先に述べた流路状の遺構らしきものが発見された地点で自歩道設

置工事を施工するため、平成元年度に遺構の残存状態を確認する試掘調査

を行ったところ、上層が若千の削平を受けているのみで大部分が遺存して

いることが判粥した。そのため、平成 2年度では遺構の存在する範囲につ

いて調査を実施した (第 3次調査)。

/
/

/

// ドT/

/

｀
デミ＼、 ア″ ア

′
″  /

昭和63年度・平成元年度調査地

/′
/

調査地位置図 S=1:3000
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2.調査の概要

4ト レンチ

調査地の現況

検出遺構

流  路

fig,33

調査前の状況

今回の調査地点は、平成元年度の調査地点とは約100mしか隔たってお

らず同じ遺跡の範囲内と考えられ、また昨年度と同じ事業による調査であ

るため、 トレンチ番号を昨年度の続きの4ト レンチとした。

今回の調査地は西神22号線の法面部分にあたっている。道路面から約 1

m下がったところが遺構検出面とな り、検出面から約 2mほ ど下がって排

水路が北東から南西にはしる。排水路の西側は約 lmほ ど上がったところ

に圃場が広がる。

遺構については、先述の流路が確認できた。幅約13m、 深さ2m以上の

規模である。堆積土からは、縄文時代後期～中世の上器が出土 した。

ng 34 調査地平面図
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5。 大畑遺跡

基本層序     今回の調査地は、西神22号線の道路建設時に上層が削平を受けており、

鎌倉時代以後の堆積層は確認されなかった。

また、堆積上の掘削開始前に西端断面の土層を略測し、遺物取 り上げ時

の層名とした。しかし東端に土層観察用のセクションを設定したため、遺

物の取 り上げの層が断面図には表現されないものがある。この状況を勘案

して流路の基本層序を概念的に述べることにする。

I層 :灰褐色シル ト (中世の上器を含む)

I層 :暗灰色シル ト～極細砂 (鎌倉時代前半の土器を含む)

これらの層はほぼ水平に堆積し、非常に緩やかな水の流れであった

ことを示す。同層からは鎌倉時代前半の完形に近い土器が多量に出土

した。

Ⅲ層 :灰色～黒色系細砂・極細砂 (礫を多く含む層がある。)

流路の大半が埋没した段階で、幅の狭い流れが何条か存在する。堆

積土からは、古墳時代～平安時代の土器が出上している。

Ⅳ層 :黒色・暗褐色系細砂～シル ト (礫を多く含む層がある)

両岸からの流れ込みの堆積土で、特に南側から流れ込んだ土には多

くの弥生時代の土器が含まれていた。

V層 :暗灰色系粗砂～砂礫 (植物遺体を部分的に含む)

水の流速が早い状態で堆積した層で、粗砂～砂礫が堆積している。

土器の出土量は多くはないが、完形に近い弥生時代後期の土器が数個

体出上している。

Ⅵ層 :灰黒色～黒褐色砂礫混じリシル ト (植物遺体を含む)

南側から流れ込んだ土層であり、縄文時代後期の上器を包含する。

ME層 :赤褐色～灰色砂礫 (無遺物層)

I層からⅦ層下面までの深さは約2.8mである。

fig.35

流路内堆積土
の状況
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花粉分析
サンプル採取

位 置

|4100m

4000m

3900m

●g。 36 流路断面図

層   名

1 灰色礫 (1～ 5 cm大 の角礫を合む 撹乱層 )

2 黄褐色砂礫 (工事用盛土 )

3 暗灰色極 ffI砂 (近世盛土 ?)

4 黄灰褐色混礫細砂 (1～ 3 cm大 の亜円礫を含む )

5 褐色を帯びた灰色ンル ト (中世 )

6 褐色を帯びた暗灰色シル ト (鎌倉時代の上器を含む )

7 暗褐色混礫極細砂 (1～ 3 cm大 の亜円礫を含む )

8 暗灰褐色極細砂

9 暗灰褐色細秒

10 淡褐色極細砂

■ 暗黄褐色混礫細砂～組砂 (1～ 2 cmの 亜円礫を含む )

12 灰黒色混礫極細砂 (方生時代の上器を含む)

13 暗褐色ンル ト (植物遺体を多 く含む)

14 黒褐色混礫細砂 (1～ 3 cm大 の亜円礫を多 く含む、弥生時代の上器を含む )

15 灰黒色混礫極細砂 (1～ 3 cw大 の亜円礫を含む、弥生時代の上器を含む)

16 灰色混礫粗砂 (1～ 2卿大の亜円礫を含む )

17 灰黒色極細砂

18 暗褐色ンル ト (植物遺体を合む、ブロック状に灰色粗砂を含む)

19 灰黒色混礫細砂 (1～ 5 ca大 の亜円礫を含 L・ )

lα 灰黒色混珠細砂 (19層 より黄色味を帯びる)

20 淡黒色混礫細砂 (1～ 2 cm大 の亜円礫を多 く含む)

出土遺物

5m

21 淡青灰色細砂

22 灰色砂礫 (1～ 5 cll大 の亜円礫を多 く含tf)

23 暗灰色混礫極 ftI砂混 しりのffHIIP(1～ 3釦大の亜円礫を含む )

2Ы 賭灰色混礫極細砂混 しりの細砂 (23層 よりやや砂っばい)

24 淡黒色極細砂 (植物遺体を多 く含む )

25 黒灰色極細砂

26 やや緑味を帯びた賠灰色砂礫

27 暗青灰色細砂

28 淡黒灰色極細砂

ワ9 灰色粗砂

30 暗灰色砂礫 (植物遺体の細片を含む )

31 暗灰～暗青灰色細砂～極細秒

32´ 緑味を帯びた暗灰色細砂～極細砂 (1～ 2 cm大 の亜円礫を若千含む)

33 灰黒色混礫極細砂 (縄文土器を合む)

34 淡緑灰色粗砂～細秒

35 淡黒褐色ンル ト (植物遺体、縄文土器を含む )

36 淡緑灰色砂礫 (無遺物層 )

A 黄白色ンル ト (地山)

B 黄白色ンル ト～極細砂 (1～ 29a大 の亜円礫を若千含む地山)

C 黄褐色混礫極細砂 (地山)

D 緑灰色混礫細秒 (地山)

出土遺物の整理作業が終了していないので、遺物については、現在の段

階で確認できた点を述べる。

工層から出土した鎌倉時代前半の土器については、須恵器の婉、小皿、

括鉢、甕、土師器の外、小皿、鍋等が出土している。完形品もあり、日縁

部が1/4以上の実測可能な個体は20～30個体程度ある。また、当時の川岸

と思われるところに壊れた土器を一括して投棄している状態も確認され

た。

Ⅳ層から出土 した方生時代の上器は、後期が主体であ り、若干中期のも

のが含まれるようである。 しかし、流れ込んで堆積 した遺物であ り、破片

の大きなものは少ない。

V層から出上 した弥生時代後期の上器については、完形の長頸壷や、半

分以上残存 している鉢、壷等が出上 した。
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5,大畑遺跡

Ⅵ層の縄文時代後期の上器については、深鉢、浅鉢の精製品、粗製品が

あり、他の時期の土器が混入しない状態で出土している。
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れg.37 Ⅱ層鎌倉時代の上器出土状況図

鶏
れg.39 V層弥生土器出土状況 (北西から)
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3.ま とめ

流 路

花粉分析

今回の調査では、幅約13m、 深さ約2.8m以上という大きな流路が検出

された。この流路は当初、人工的に掘られたものという意見もあったが、

幅が余 りにも広く、護岸の施設等が確認できないことなどから小さな埋没

した谷であると考えるのが妥当であろう。周辺の地形を詳細に観察すると、

調査地真西の山側に幅約15～20m前後の細長い谷地形が認められ、溜池と

して使用されていたことから、その谷の一部分が今回の調査地点に相当す

ると考えられる。

堆積土からは、最下層に近い部分では縄文時代後期、最上層では中世の

上器が出土しており、谷の埋没の時間経過を示すものといえよう。また基

本層序の頂で述べたように、土層の堆積状況からみて、縄文時代～弥生時

代後期にかけては水の流速が早い状態の中で亜円礫が多く堆積している。

弥生時代後期以後、谷の埋没が進み、古墳時代～平安時代には細い流れと

なり、鎌倉時代前半には非常に緩やかな水の流れ (湿地状の地形)であっ

たことが判明した。

また、各時期の周辺の植生環境は、 (株)パ レオ・ラボが行った今次調

査地点の花粉分析の結果によると、Ⅵ層 (縄文時代後期)では、アカガシ

亜属、シイノキ類等の照葉樹林を構成する樹木花粉が多く、Ⅳ～V層 (弥

生時代)では、照葉樹林種が減少し、ニヨウマツやイチイ、イヌガヤ、ヒ

ノキ等の中間温帯針葉樹の花粉が増加している。これは全国的な傾向のよ

うであるが、その理由として、気候の悪化と洪水の多発の影響が考えられ

るという。Ⅳ～V層は礫を非常に多く含み、その供給源である後背地の丘

陵は洪水等の影響を受けやすい不安定な状況であったことは想定できる。

Ⅲ層 (古墳時代～平安時代)では、再び照葉樹林種が増加する。これに

ついての要因は不明である。

I～ I層 (鎌倉時代～中世)では照棄樹林種が減少してゆき、ニヨウマ

ツやコナラ亜属等の人間が植生環境を改変した後に生える樹木の花粉が増

加している。また、ソノミの花粉量が多いことから、この時期に栽培が行わ

れていた可能性も指摘されている。

今回の調査では、遺跡の性格を明らかにすることは確認できなかったが、

周辺の縄文時代後期から鎌倉時代にかけての植生環境を窺い知ることがで

きた。また、調査面積に比較して多量の遺物が出土したことから、ごく近

辺に集落遺跡の存在が予想される。特に縄文時代後期、弥生時代後期、鎌

倉時代前半の遺跡が南北に広がる段丘上にあると考えられる。
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1. は じめに

2.調査の概要

1ト レンチ

6 玉津田中遺跡 (平野地区)

6。 玉津田中遺跡 (平野地区)

玉津田中遺跡 (平野地区)は平野地区県営圃場整備事業に伴い、昭和63

年度の分布調査で、埋蔵文化財の存在が朔らかになった遺跡である。発掘

調査は平成元年度から実施してお り、これまでの調査で、弥生時代後期の

竪穴住居址や流路、古墳時代中期の竪穴住居址や流路等が検出されている。

また、当遺跡は朔石川の中流域左岸の河岸段丘及び沖積地に位置 してい

る。標高は、河岸段丘上で約26m、 段丘下の沖積地で約24mである。

調査地に最も近接する遺跡としては、福中城址 (室町時代)がある。

圃場整備に伴 う、排水路設置部分の調査を行った (1～ 6ト レンチ)。

全長53m、 幅2.5mの調査区である。北東から南西に伸びる段丘の傾斜

変換点にあたる。調査区南半で、平安～鎌倉時代と弥生時代後期の遺物包

含層を検出したが、明確な遺構は検出されなかった。遺物は、サヌカイ ト

の大型祭J片、H～ 12世紀の須恵器、土師器等が出土した。

ヾ 投 煽
かく:

岨
ぜ

ゞ
「靴

Iト レンテJ

気
;Iサユ

ト
ン
ン竜

fi

/24主＼望 「

ヽくと1
＼＼

、lr音 ＼、

／
／
／

　

ノヽ

／

・
Ｘ

レ

／
／‐‐／

「
Ｍ

．

〕

チ

′
／

アrご｀
帯tイ ▼̀‖

5ト レンチ
｀

竹
代
”中中）

●g40 調査地位置図 S=1:5000
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2ト レンチ

南半部

S D202

S P201

3ト レンチ

現水路をはさんで 1ト レンチに南接する調査区で、全長20m、 幅2.5m
の トレンチである。調査区の南半部が工事用仮設道路であったため、】ヒ半

部と南半部に分割 して調査を実施した。

工事影響深度まで掘削した結果、 1ト レンチと同様、平安～鎌倉時代に

かけての遺物包含層が確認されたが、遺構は検出されなかった。

遺構面が 2面確認され、溝状遺構 2条、ピット数基、用途不朔土坑 2基

などを検出した。

第 1遺構面で検出した溝で、幅 0.6m、 深さ0.08mの北西～南東方向に

流れる。平安時代末の須恵器の娩や土師器片が出土 している。

一辺0。 47mを測る方形のビットである。埋土内には、礎盤として使用さ

れていた可能性のあるものも含めて、拳大から人頭大までの礫が含まれて

いた。

全長67.5m、 幅 2.5mの東西方向に伸びる トレンチである。調査区の東

半は、平安時代後半の遺構面と弥生時代後期の遺構面が確認された。西半

は、砂礫層の上面が遺構面であ り、遺構の存在は希薄である。

Z

0               4m

プ

◎

ぺ
。

●g,41 2ト レンチ南半部および 3ト レンチ東端部平面図

-48-



S K301

S K302

S D 307

S D309

S X301

4ト レンチ

掘立柱建物址

6 玉津田中遺跡 (平野地区)

長さ0.8m、 幅0,72m、 深さ0。 1lmの楕円形の上坑である。埋土より、

平安時代後半の須恵器片、土師器片が出上している。

長さ0.89m、 幅0,78m、 深さ0,12mで、平面形は不定形の土坑である。

平安時代末の上師器の外や須恵器片が出土している。

幅 3m、 深さ0.8mの、南に流下する弥生時代後期の流路である。

幅1.8m、 深さ0.5mの、南西方向に流下する弥生時代後期の流路である。

流路下層より銅鏃の未製品が出土した。刃先部と基部に、湯流しの部分が

切 り離されずに残っている。

幅2.9m、 深さ0.25mで、流路である可能性が高いが、性格は不明であ

る。埋土上層では10世紀代後半の遺物が検出されている。底面では直径0。

lm程度の杭穴が多数と、直径0,3mか ら0.5m程度の上坑が検出された。

杭穴が最深部には少ないことから、護岸のための杭である可能性が高い。

全長約155m、 幅約 3mの トレンチで、 3ト レンチの南方約75mに位置

する。調査の結果、掘立柱建物tuL 2棟、大畦 1条、畦 8条、溝状遺構 3条、

ピット数基、用途不明土坑 3基などを検出した。

掘立柱建物址と考えられる柱穴群が調査区の東端で検出され、規模を確

認するために調査区を北・南両方向に拡張して調査を実施した。その結果、

2棟の掘立柱建物l■が検出された。これらの建物は、旧耕土面に建てられ

ており、建物廃絶後に再び圃場となっている。当時期の建物址は 3ト レン

チでも検出されており、他の遺構の広がりから、当時期の集落が、少なく

とも3ト レンチから4ト レンチにかけて広がっていることが推定される。

Ａ

Ｉ
Ｉ

―
Ｉ

Ａ

ヽ

＼

ゝ

＼

トレンチ遺構配置図
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S B401

S B402

fig.43

4ト レンチ
SB401・ 402全景

(北から)

棟方向を南北方向にとり、南側に半間の張 り出しをもつ 3間 ×4間の掘

立柱建物址である。北東隅のピット (S P420)内 より11世紀後半の須恵

器娩が柱を抜き取った後に埋納されてお り、この時期以前にこの掘立柱建

物が廃棄されたと考えられる。

南側の拡張区では、 S B401の 南側でもう1棟掘立柱建物址を確認 した。

規模は 1間 ×2間で、棟方向を東西方向にとり、北側を除 く3方に半間の

柱を持つ。拡張部については、規模を確認 したのみで、柱穴の掘削は行っ

ていないので明確な時期については不明である。 S B401と 近接 した時期

であると考えられるが、両者は隣接 してお り (S B401南端の柱穴とSB
402北端の柱穴間の距離は0.5m)、 同時併存は考えにくい。ただし、両者

が 1棟の建物である可能性も否定できない。

キ~と
。。e O=蒲 二 〇 ■   .

〇      〇       0     0

ng.44 SP420須 恵器塊出土状況 (南から) 荀g.45 同左 (南から)
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畦

6.玉津田中遺跡 (平野地区)

主軸を磁北より約20° 東に振った方向の陸 7条と、磁北より約13° 西に振

った方向の瞳 1条を検出した。前者については、位置的な関係から、条里

に関連するものと考えられる。後者については主軸方向の違いなどから、

東側に隣接するS B403と共に、やや時期を異にするものと考えられる。

4ト レンチの西端付近で、主軸方向を磁北より約51° 東に振った上面幅

約2,9mの大畦を検出した。西側は、後世に削平されており、本来の規模

については不明である。この大畦は、弥生時代後期の土器を多量に含む客

土によって形成され、堅く締まっている。畦の中央部に幅50clll、 深さ15clll

の溝が設けられいる。畦上に水路を設ける例は、北区長尾町の上津遺跡で

も確認されており、水田に水を導く機能を持つものと考えられる。弥生時

代後期の上器を含む客土は、当 トレンチでは他に検出されておらず、当時

期の遺構も検出されていないため詳細な時期は不明である。

4ト レンチの南方約80mに位置する全長約255m、 幅 3mの調査区であ

る。 1～ 8区にかけては、礫層の上面が弥生時代後期の遺構面であり、当

時期以外の遺構面は存在しない。 9区以西は、秀生～平安時代の遺構面が

2～ 3面確認された。

平安時代の遺構は、掘立柱建物址、畦、溝、土坑で、弥生時代の遺構は

水田、溝、土坑、土器集積遺構等である。

7・ 8区において、弥生時代後期の上器が多量に集積された遺構を検出

した。遺構の性格を確認するために、 トレンチの南側を28留 の範囲で拡張

した結果、北東～南西方向に広がる事が確認された。さらに遺構の広がり

を確認するために トレンチを設定した結果、平面形は不明であるが、南西

大 畦

5ト レンチ

S X508

5ト レンチSX508
土器出土状況

fig.46
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方向に17m、 南北方向に 9mの範囲に広がる事が確認できた。出上した土

器は、282の コンテナに約60箱 で、弥生時代後期後半から庄内期のもので

ある。

土器層を除去すると、柱穴が検出された。大部分の遺構からは遺物が出

上したが、上層の遺物との粥確な時期差は確認できない。柱穴は、建物と

してまとまるものはなく、遺構の性格は不明である。上層の上器層と遺構

の関連は、今後の接合作業の過程で判粥すると考えられる。

ng.47 SX508完掘状況 (南から)

A
|

ｉ

Ｃ

ヽ

ヽ

＼

＼

ig.48 5ト レンチ遺構配置図
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S T 501

S D510

水田址

fig.49

5ト レンチ
ST501全景
(北から)

6.玉津田中遺跡 (平野地区)

長さ2.5m、 幅0,75mの掘形の内側に、長さ1.9m、 幅0。 4mの木棺の痕

跡が認められた。残存状況は悪く、掘形底部より5 clll程度のみ遺存してい

る。出土遺物はなく時期を確定できないが、検出面から推定すると、弥生

時代の遺構である可能性が高い。 S T501に伴う周溝、マウンド等の遺構

は検出されていない。

幅4m、 深さ0.5mの 、南へ流下する流路である。埋土は 7層に分層で

きるが、弥生時代後期後半から庄内期の遺物を包含している。土器の遺存

状況は良好である。

20区～21区において水田址が検出された。確認された 5面の水田面の大

きさは、 トレンチ調査のため不明であるが、2.2～3.9m間隔で陛が検出さ

れた。畦の方向は、約N25° Wである。水田面直上には、洪水による砂層

の堆積が認められ、足跡、水口が良好に遺存していた。遺物の出土は少量

で、時期を確定できないが、層位から判断すると、奈良時代以前の水田址

であり、弥生時代まで遡る可能性もある。また、水田址に伴う遺構として、

水田4か ら水田3へ水を配水するための落ち込みが検出された。水田4に

配水された水は畦にそって設けられた溝に流れるようになっている。

や
　
ｏ

♂

θ
　
　
つ
　
　
　
＋
　
　
亀

命
Ｖ

ヽ

馬

●g.50 水田遺構平面図
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溝

土 坑

6ト レンチ

封と とト

南 半

S D601

弥生時代後期の溝は12条検出された。遺物が出上したものは少ない。

調査区全域で検出されたが、遺物が出上したものは少なく、用途を確定

できない。

北端が 5ト レンチの東端から、南に直交する南北方向に伸びるトレンチ

で、長さ約83m、 幅約 5mを測る。調査区の北半 (1～ 5区)では弥生時

代後期の遺構面、南半 (6～ 8区)にかけては秀生時代後期から庄内期お

よび、布留期の遺構面が確認された。特に、弥生時代後期から庄内期の流

路からは、多量の植物遺体、建築部材、木製品、土器等が出上した。

5ト レンチ 1～ 8区と同様に、礫層の上面が弥生時代後期の遺構面であ

り、当時期以外の遺構面は存在しない。調査区北端から南側にかけて、緩

やかに礫層が傾斜し、 5区付近で流路 (S D601)の肩となる。検出され

た遺構の大半は柱穴であるが、建物としてまとまるものは確認できなかっ

た。

布留期の遺構は、流路 (S D601上層)、 弥生時代後期から庄内期の遺構

は流路 (S D601下層、 S D602、 S D603)と 土坑等が検出された。

幅27m、 深さ1.5mの 南西方向へ流下する溝である。S D601の 埋土は大

きく2時期に分けられ、上層は古墳時代前期 (布留期)、 下層は弥生時代

後期後半から庄内期である。

ng.51 6ト レンチSD601南伺通物出土状況 (北から) ●g.52 6ト レンチSD601完掘状況 (北から)
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最上層

上 層

下 層

建築部材

鍬未製品

浮 き

糸 巻

fig.53

6ト レンチ
SD601木製品
出土状況

(Jと から)

6.玉津田中遺跡 (平野地区)

S D601の両肩部及び溝底には、足跡が数多く残されていたが、歩行状

態がわかるものはない。浅く窪んだ状況から、沼状の湿地であったと考え

られる。

上層の堆積層は、植物遺体堆積層以上で、当該期の遺物は、小型丸底壷、

壷、滑石製臼玉等がある。植物遺体堆積層からは、多量の種子類、枝葉が

検出された。すべての樹種の同定は完了していないが、モモ、ウリ等の種

子が確認されている。

多量の建築部材、木製品、植物遺体、土器が検出された。

直径約 8 clll程度、長さ2～ 3m程度の枝を払った木材が、10数本出土し

た。端部から約 5 clllの ところを浅く窪めたもの、全周窪めたもの、枝を 5

clll程度残し、垂木を掛ける機能を持つもの等がある。形状、法量から建築

部材と考えられる。その他、加工木は総数約170点、自然木は約480点を確

認している。樹種の分析は完了していない。

鋤未製品、浮き、織機、木包丁、男根状木製品、剣形木製品等、約40点

が出土した。

船底状突起を削 り残した段階のもので、柄穴は穿孔していない。刃部が

長い、えがり又は広鍬と呼ばれる形式のものである。

平面は多角形で、円形に仕上げていない。両端は工具による加工痕が残

り、鈍い円錐形に仕上げている。円柱部の中間に溝を設けて、縄を縛る機

能を持たしている。

糸巻の一部であると考えられる木製品で、中央部の穿孔部分で欠損して
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織 機

木包丁

土 器

土器群 1

土器群 2

蛸 壷

S D 602

fig.54

6ト レンチ
SD601土器群 2

全景 (東から)

いる。斜め方向に 3ヵ 所の細い穿孔を施してある。奈良時代の遺物例から

2本を十字に組み合わせて使用することは推定できるが、他の構成部品と

の関連は類例がなく、不明である。

両端に窪みを持つ板状の木製品が数点出上している。

神戸市内の追跡では 2例 日で、兵庫県教育委員会によって調査が実施さ

れた玉津田中遺跡につぐ出上である。穿孔部は、溝状に窪めたあと、裏側

から穿子としている。

弥生時代後期から庄内期にかけての上器が出上した。

S D601の北側の肩部 (5区)で検出された。242コ ンテナに 6箱分の

遺物が出上した。弥生時代後期から庄内期にかけての一括遺物である。調

査区内で幅 6.5m、 長さ 7.5mの範囲で広が り、さらに調査区の東側へ続

いている。土器の遺存状況は良好で、出土状況から当地で投棄されたと考

えられる。

土器群 1か ら南へ10mの地点で検出された。282コ ンテナに 8箱分の遺

物が出上した。土器群 1と の明確な時期差は認められない。出土状況は土

器群 1と 同様である。編み物の痕跡を残す壷が 1点出上している。

土器群 2からは蛸壷が10点出上した。端部に 1カ 所穿孔するもの、端部

と底部に穿孔するものがある。

調査区の東側を拡張した結果、溝であることが判粥した遺構である。幅1.

5m以上、深さ0.8mで、南西方向へ流下する溝である。埋土から弥生時代

後期から布留期の遺物が出土している。
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S D603

杭 列

鳥形木製品

銅 鏃

糸

S K601

3.ま とめ

fig.55 6ト レンチSD601
編日付土器出土状況 (南から)

6.玉津田中遣跡 (平野地区)

調査区の南端で検出された流路で、拡張区の調査結果から、幅2.05m、

深さ0.4mを測 り、S D602と ほぼ同一の場所、方向を流れる事が確認され

た。弥生時代後期後半の上器が出土している。溝底には、流路に平行して、

杭列が検出された。埋土より、口形木製品、銅鏃、 ミニチュア土器等が出

土した。

溝底の北西側に直径 4 clll程度の杭列 (7本)が検出された。流路に平行

して打ち込まれており、砂層が下に押し込まれた状況が確認できる。

長さ28clll、 幅4.5clll、 厚さ1.2clllで 、頭部及び胴部を真上から見た様子を

表現している。尾部にはぞがあり、他の部品を組み合わせていた可能性が

ある。鳥の側面を模した鳥形木製品の類例は数多く存在するが、俯酸した

状況の例は少なく、長野県石川条里遺跡、愛知県朝日遺跡、兵庫県小犬丸

遺跡等で類例が知られるのみである。

鳥形木製品の20ctll東側で検出された。全長5,Oclll、 幅1.8clllである。

鳥形木製品直下に糸状の繊維が検出された。種類は不明である。

長さ90clll、 深さ30clllの土坑である。遺物は検出されなかった。

今回の調査で検出された主要な遺構は、弥生時代後期の流路、土器集積

遺構、古墳時代前期の流路、平安時代後半の掘立柱建物址、畦等である。

弥生時代後期後半の遺構は、今回の調査で検出した遺構の大半を占め、

当時期の人々の生活の場がこの地区にあったことが推定される。特に、極

めて多くの土器が、比較的短期間に投棄されたと推定される土器集積遺構

や、流路から出土した一括の土器群や木製品は、編年上の良好な資料を提

示すると共に、当時期の生活拠点が付近に存在する事を示している。土器
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群は流路の肩の部分で検出され、底部や日縁部を打ち欠いた壼が出上して

いることから、水に関係する祭祀に使用された遺物である可能性がある。

今回の調査では秀生時代後期の住居llLや水田は検出できなかったが、今回

の調査区の付近に集落が存在する事は粥らかであり、今後の調査によって

生活の場、生産の場の範囲が明らかになると考えられる。

古墳時代前期の流路の埋土からは、遺存状況の良好な植物遺体層が検出

され、多数の種子や枝葉とともに、小型九底壷・臼玉等が検出された。当

時期の環境復元のための良好な資料となるものである。

平安時代後半の掘立柱建物址は、これまで平野地区の調査では確認され

ておらず、今回初めて当時の集落の存在が確認された。

だΞttΣ三冒訂と獄」

■9.56 SD601・ 603出土木製品 1:SD603 2～ 5:SD601
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6.玉津田中遺跡 (平野地区)

o                                   20cm

挙

黍

●g.57 SD601土器群 2出土遺物
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⑫

(下から)

編カゴの痕跡

ng.58 SD601・ SX508出土遺物 1:SD601 土器群2 2

硼 5

:SD601  3～ 7 :SX508
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7 新方遺跡 (平松地点)

7.新努遺跡 (学枢地点)

1.は じめに   調査地は新方遺跡の範囲に含まれる。新方遺跡は現在まで数次にわた り

調査が行われており、林生時代～鎌倉時代の大規模な遺跡であることが判

明している。今回の調査は倉庫建設に伴うもので、予定地東側の水路整備

によって遺構が破壊される部分について調査を行った。

2.調査の概要  調査地は、南東に流れる伊川の氾濫原に位置する。現況は水田であり、

基本層序は、耕土 (第 1層 )・ 黄褐色細砂 (第 2層)・ 灰色細砂混シル ト

(第 3層 )。 暗灰色シルト (第 4層 )。 暗茶褐色シルト (第 5層 )・ 黄灰

色ツルト (第 6層 )と なっている。第 4層 ・第 5層に遺物が含まれており、

第 6層上面が遺構面である。

調査は、第 3層 までを重機で掘削し、第 4層以下を人力で掘削した。

トヨダ部品暴庫共販
ヨ 印 乳 業

■9.59 調査地位置図 S=1:2500
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検出遺構

柱 穴

湾

ng.60 調査区位置図

調査 トレンチ東側は、現存する水路による撹乱を受けてお り、遺構は ト

レンチ西側で柱穴 2ヵ 所・溝 3条が残存 していた。

2ヵ 所とも、径約30clll、 深さ15～ 20clllで、径10～ 15clllの 柱が存在 したと

思われる。

S D01は 幅15～ 20clll、 深さ 7 clllの 溝である。 S D02は幅20～ 25clll、 深さ

10～ 15clllで、 S D03は最大幅120 clll、 深さ10clllの溝である。

|

生、_
―

ヽ 、 、 、 、 、 、 .

一‐
。
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障
キ

ー

0          4m

1

9,00m「ェ
==ご

――一一~~~~―――_ァ__~~~~~一―――一正三正三二± 2

SD01

1.耕土
2.黄褐色細砂
3.灰色細砂混リシル ト
4.暗灰色シル ト

■9.61 調査区平面・断面図

SD03

暗茶褐色シル ト

黄灰色シル ト

灰色中砂

SD02 W
2m
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7 新方追跡 (平松地点 )

¬g 62

遺構検出状況

(南から)

“

g63 トレンチ断面西壁 ¬g64 トレンチ全景 (南から)
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出土遺物

3.ま とめ

4は S D03よ り出上した甕である。 1, 6は 同じく包含層中より出土し

した甕の口縁部である。 2, 3は大型の重の日縁部で、 5も 壷の日縁部で

ある。 7, 8は器形不明の底部である。いずれも時期は、弥生時代前期初

頭 (I様式)である。

今回は限られた範囲の調査であったため遺跡の性格を引らかにすること

はできなかったが、秀生時代前期初頭 (I様式)の上器が出土したことに

より新方遺跡の起源が当時期まで遡 りうることが明らかになった。

また調査地は新方遺跡の中心と考えられる地区からやや離れた所に立地

しており、遺構・遺物の存在が希薄であると考えられていたが、今回の調

査で遺構・遺物とも良好に残っていることが明らかとなり、当遺跡の規模

・範囲を考える上での一資料を提供することになった。

~l=7

20cm

こえノ」U(り (ジ Jくノt)

ng.65 新方遺跡出土土器
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1. は じめに

8 狩口台遺跡

か りぐちだい

狩日台遺跡

狩口台遺跡は、山田川と狩口川に挟まれた標高40m前後の段丘上に立地

する。また、現海岸線から200～300mに位置するため、眼下には明石海峡,

淡路島、晴れて眺望の良い日には西に家島群島、東に生駒山系を望むこと

ができる。

遺跡の調査は、市営住宅の解体に伴い昭和54年度に試掘調査を行ったの

をはじめ、今日まで計10,000m2に及んでいる。

今回の調査は、きつね塚古墳の外濠の範囲確定と、その周囲に広がる弥

生時代遺構の確認である。

玲

ゑ
詠

舒
勘

●966 調査地位置図 S=1:5000
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2.調査の概要

狩口台遺跡

堅穴住居址

S B01

調査の範囲はきつね塚古墳の周囲を対象として行った。その結果、現表

土下20～ 60clllで遺構検出面に達 した。秀生時代の生活面は既に削平されて

お り、地山面が遺構検出面であった。市営住宅建設時の基礎 。埋設管等に

よる携乱も著 しく、遺構の保存状態は良好ではなかった。

検出した遺構は竪穴住居址 4棟、掘立柱建物址16棟である。

竪穴住居址は S B01～ 04の 4棟で、平面形が円形と推定されるもの 2棟、

方形 と推定されるもの 2棟である。

遺構検出面でわずかに土色が異な り、土器の細片をまじえる部分が存在

したが、竪穴になるような窪みはすでに失われていた。その土色の変化は

部分的にではあるが大きく弧を描いていた。その内側には数多 くの柱穴が

存在する。また、その柱穴群の内側には暗灰色シル ト (灰を多量に含む)

で充填された土坑が 3基存在する。この土坑は先の円弧をなす土色の異な

る部分の中心点にあた り、柱穴群は同心円上に並ぶ。

¬g67 調査区平面図
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S B02

8.狩口台遺跡

したがって、この竪穴住居址は円形で、 3度あるいはそれ以上の建て替

えが行われたものと推定される。最大規模は推定径11～12mである。

S B01に接して存在する。検出状況はS B01と 同様であるが、中心とな

る部分に大きな撹乱孔が存在し、すでに中央土坑は失われていた。同心円

上に並ぶ柱穴群は数多く存在するが、幾度の建て替えの結果によるものか

は不明である。またその規模は土色の異なる部分から推定すると、最大で

径10～ 10.5mの 円形である。

O_3m

一μ

ｒ
ｒ

，
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gヽ.63 SB01平面 。断面図
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S B03

S B04

きつね塚古墳周濠確認のための第 2ト レンチにかかるように一辺が出土

したため全形を検出するべく拡張したが、撹乱やきつね塚古墳の外濠によ

ってすでに失われている部分が多く、二辺と床面がわずかに残されていた

にすぎなかった。その残された二辺から、一辺4.5m前後の方形の竪穴住

居l■ と推定される。また、その内の一辺の外側には、幅約 lmをおいて平

行に段が存在する。これを屋内高床部とすると、その規模は一辺 6m程度

になるが確定はできない。わずかに残る床面に柱穴が存在するが、その位

置から当竪穴住居址に伴うものかどうかは不明である。

当竪穴住居址についても削平が著しく、周壁の立ち上がりは残存せず、

周壁溝の一部と柱穴を検出したにすぎない。周壁溝は0,2m程度をおいて

2条が平行にはしり、幅0,6m程度をおいて、高さ0.15m前後の段になる。
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8.狩口台遺跡

その段の下に 2本ずつ 2mの間隔をおいて柱穴が存在する。したがって、

屋内高床部をもつ一辺 6m前後の方形竪穴住居llLが、はぼ同一場所で建て

替えられたものと考えられる。
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fig,71

調査区東側
遺構全景

(司とから)
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掘立柱建物址

表 1 掘立柱建物址
規模一覧表

調査対象地域内で数多くの柱穴を検出したが、現地で掘立柱建物址とし

て確認し得たのは数棟で、大部分は図面上において復元したものである。

その結果16棟 (S B05～20)と なった。以下、その規模を記しておく。

以上の掘立柱建物址のうち、 1間 ×1間、 1間 ×2間のS Bll・ 13・ 14

のような小型のものは高床で倉庫と考えられる。その他の13棟については

土間床のいわゆる平地式住居であろう。なた、 S B15。 16については柱列

についてのみの確認であるが、周辺の削平が著 しく対辺が存在 した可能性

が十三分に考えられるため、掘立柱建物IILと して扱った。

番 号 規 模 (単位m) 番 号 規 模 (単位m)

S B05 1間 ×4間 (2.9× 4.5) S B06 1間 ×2間 (2.5× 3.0)

S B07 2間 ×3間 (3.1× 3.1) S B08 1間 ×4間 (2.5× 3,7)

S B09 1間 ×4間 (2.4× 3.4) S B10 1間 ×3間 (3.8× 4.6)

S B ll 1間 ×2間 (1.6× 4.2) S B12 1間 ×3間 (2.0× 3.9)

S B13 1間 ×2間 (1.7× 2.4) S B14 1間 ×1間 (1.3× 1,7)

S B15 ○間×4間 (○ ×4.0) S B16 ○間×3間 (○ ×4.0)

S B17 1間 ×4間 (3.4× 3.8)

S B18 2間 ×2間以上 (3.3× 3,7以上)

S B19 2間 ×2間以上 (2.2× 2.4以上)

S B20 2間 ×4間 (4.2× 3.7)

●g.72 調査区東側遺構全景 (南から)
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8 狩口台遺跡

建物の所属時期  竪穴住居l■ ・掘立柱建物址のいずれからも遺物の出土は僅少で時期を確

定するのは困難である。 しかし、S B01・ 02の円形竪穴住居址においては

その床面と考えられる土層から中期に所属する土器、しいていえば第Ⅲ様

式に属する土器がわずかながら出土 している。

S B03・ 04の方形竪穴住居址についても、遺物の出土は同様であるが、

後期 (第 V様式)に属するであろう。これは、当遺跡において今日までに

′日

Ш00o,

＼

/(:,

巖。。　　　　　　　　　　　　　　中

＼ ギ
ー

◎ ―― 一 一

B― ③― ③―③―⑤―cD― B′

/         1く   Iく
4C Oom

Pf辞押げFuTluTぼ

了       ゴぎ
°°m

0            2m
SB17                -

ネ範k◎ _③ _

◎
′
日

一

・Ａ

Ｘ

５

ヨ

刈

Ｊ
ゝ
‐
Ｊ
ヽ
‐
ノ
ゝ
‐
Ｊ
ゝ
可
―

″
「

＞‐
ヽ

＼

―

m

ず|卜 障
SB18

喚

一　
　
　
　
　
ｍ

ｌ
ｌ
ゝ

ヽ
く
　
　
＞
ヽ
‐
‐
ｋ
ｌ

Ｅ
０
９
９

日

日
一　
　
　
一　
　
ヽ

》‐

ヽ
参

〕‐‐‐∩

④

一　

〕‐

，́ヽヽ〆

エ

＠
―
―
―
〔

′日一け

換

」
、
　

　

　

‐
ＢＳ

Ｗ

一Ｂ

Ｖ
＼
笛
Ｊ

Ｉ
鋤

■g.76 SB17～20平面・断面図

-73-

o             2m

―



きつね塚古墳

fig.77

きつね塚古墳
西側外堀と石室
主軸線上の溝
(西から)

判明している竪穴住居IILの 形態と所属時期の関係―円形は中期、方形は後

期―とも合致するものである。

掘立柱建物thについては、 S B05・ 09。 12・ 14の柱穴内から中期に属す

土器片が出土している。しかし、これらの上器は小片で、後期に建築され

ていた可能性も存在するため、時期の確定はしえない。

当古墳の規模 。時期等を確認する目的で昭和54・ 61・ 63年度の 3度にわ

たって試掘調査を実施しているが、当初調査の結果を追認しているに留ま

る。今回の調査の目的は、古墳の保存のための範囲確認であるため先に行

われた試掘調査のトレンチを再度掘削し、また トレンチの不足していた部

分を補い、精度の高い図面におさめることであった。

トレンチは計 7本であるが、その内今回新たに設定した トレンチは 3本

である。幸いにも、いずれの トレンチにおいても外濠と認められる溝を検

出した。なお、横穴式石室開口部方向に残材が積まれていたため、表土掘

削時に除去したところ、外濠と認められる土層変化があったため、併せて

調査を行った。

各 トレンチにおいて検出した『溝』は、幅2.1～3.2m、 深さ0.2～ 0。 4m

である。第 4ト レンチにおいて、『溝』は途切れるが築造当時のもの一陸

橋部―であるのか、後の削平による結果であるのか断定はできない。第 7

トレンチでは、『溝』に直行するように幅0.6m、 深さ0,lmの溝がはしる。

この溝の底面は、古墳側が高く、外へ低く傾斜している。

-74-



「
―
―
―
―
―

8 狩口台遺跡

古墳開口部方向の調査部分では、過去の粘土採掘により大部分の遺構面

は失われているが、『溝』は 2ヵ 所で計7.5mを検出した。その規模は第 1

～ 7ト レンチで検出したものと大差ない。

また、石室主軸の延長線上で幅0.7m、 深さ0.5mの溝を検出しているこ

の溝は、内濠と推定される『溝』の底面よりわずかに低いところから、外

方ヘ レベルを下げながらのびている。内濠と推定される『溝』より内側す

なわち石室内へものびていたかどうかは、今回の調査では確認 し得ていな

い。また、かつての試掘時もその部分は床面まで検出していないため不粥

である。

したがって、この溝が石室内の排水溝なのか、内濠・外濠の排水溝なの

か確定はできない。 しかし、この部分から第 7ト レンチにかけてのあた り

が最も低 く、しかも第 7ト レンチにおいて検出した溝も考えあわせれば、

内濠・外濠の排水溝である可能性が高い。また、現状においてではあるが

この付近のみ湧水が認められる点も指摘 しておきたい。

外濠と認められる各 トレンチの『溝』をつなぎ合わせると、径52mの正

円にな り、またその円弧上に調査団 (代表 真野修)に よって調査 。検出

された『溝』も重な り、外濠と認めてよいだろう。

¬g.78 狩口台追跡から淡路島を望む (北東から)
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3.ま とめ

fig.79

きつね塚古墳
全景 (北西から)

これまでの調査で、当遺跡の弥生時代の遺構の大部分は知られていたが

今回の調査では掘立柱建物l■の棟数の多さが確認された。市内における弥

生時代の掘立柱建物址の顕著な例は、当遺跡の北東方向約1.2kmの丘陵上

に立地する舞子・東石ケ谷遺跡において確認されているのみである。

遺跡の開始は第工様式にあり、第Ⅲ・V様式の遺構・遺物も確認されて

いる。第Ⅳ様式の遺構・遺物については未確認である (調査団の調査範囲

も含め)。 先の舞子・東石ケ谷遺跡においては、その時期の遺構・遺物が

知られており、掘立柱建物址との関連においても、両遺跡の関係が注目さ

れる。また、両遺跡の中間にある大歳山遺跡は第 I様式に開始し、中期・

後期の遺物も確認されているが、第Ⅳ様式の遺物は今日まで未確認で、こ

の 3遺跡は有機的に関連していたものと想定される。

きつね塚古墳の外濠は、 3次にわたる試掘調査で想定されていたものと

大差ない状況が判明したが、その直径が52mであること、全周するである

うこと、拶F水のためと推定される溝が存在すること等が明らかになった。

きつね塚古墳の存在する台地上には、この他に古墳の存在が知られてい

ない。かつては存在したであろうものが、後世の削平によって消失したも

のと見る考え方が大勢を占めていたが、台地全域を調査しおえた今、全く

その可能性はなくなった。したがって、きつね塚古墳は単独墳であること

が朔白になった。二重濠を有する単独墳の持つ意味は、今にわかには説明

できないが、大歳山古墳群 。多聞群集墳などとの関連も考え合わせ、今後

明らかにしていかなければならない課題であろう。
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I.は じめに

2.調査の概要

第 1遺構面

9.垂水日向遺跡 (第 3次調査)

9.垂水日向遺跡 (第 3次調査)

垂水日向遺跡は福田川右岸の河日近くの沖積地に立地する遺跡で、西方

約 1焔には、兵庫県下最大の前方後円墳である五色塚古墳が位置している。

これまで福田川流域では、遺跡の存在が知られていなかったが、昭和63

年度の調査で初めて垂水日向遺跡の存在が明らかとなり、第 1次調査地点

では縄文時代中期～晩期、古墳時代前期～後期、平安時代後半～鎌倉時代

前半の遺跡であることが判明している。

今回の調査は、道路拡幅工事に先立つもので、神戸市都市計画局の委託

を受けて幅約 6m、 長さ36mについて調査を実施した。

発掘調査の結果、遺構面が 2面確認された。

第 1遺構面は明黄色シル ト混じり極細砂を基盤層とする古墳時代前期初

めと平安時代後期の遺構面である。調査区東半を南へ流れる近現代の水路

により遺構面の大半は削平されていた。北西部に残存していた遺構面では

竪穴住居址様の落ち込みを 1基検出し、南西隅ではビット1基を確認した。
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ng.80 調査地位置図 S=1:2500
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ng.82 SB01平面・断面図

荀g.83 SB01全景 (南から)
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■g.81 第 1遺構面平面図



S B01

S P01

S P02

第 2遺構面

fig.84

灰色砂礫内
出上の縄文土器

9.垂水日向遺跡 (第 3次調査)

S B01は、方形竪穴住居址の南側周壁の一部 と浅いピットが 5基確認で

きたが、主柱穴は確認できていない。周壁高は 8 clllで、周壁溝は存在 しな

い。木面の遺存状態から南北長は4.6mま で確認できる。

出土遺物には、床面に密着 しない若子の土師器がある。

S P01は直径45clll、 深さ25clllの播鉢形のビットである。埋土からは土師

器の巧ヽ片が出土 している。

S P02は直径34clll、 深さ 6 clllの 掘形に、直径13cmが柱痕が検出された。

掘形内から平安時代後期と考えられる須恵器娩の小片が出土 している。

人為的な遺構は全 く確認できず、旧福田川の氾濫によってもたらされた

厚さ約 2mの砂礫の堆積が確認できた。この灰色砂礫は大型の流木を多 く

含むことから、かな りの水量によって運ばれたものと推定でき、灰色砂珠

を除去 した褐灰色シル トの底面は起伏が顕著である。

流木はいずれも底面から浮いた状態で確認 してお り、その分布は調査区

の北半に集中する傾向が認められる。比較的大型の流木の主軸方向に着 目

すると、北半のものは南南西を指向し、南半のものは南南東を指向するよ

うにみえることから、調査区内に緩やかな円弧を描 く水流があったと考え

られる。流木で最大級のものは、長さH.2m、 直径21clnや 長さ9,2m、 直

径42clllで ある。

縄文時代中期から後期にかけての上器や石器はこれらの流木とともに運

ばれてきたものである。大部分の縄文土器は破片であ り、器形が判るもの

は少ない。
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ng.86 第2遺構面北半流木検出状況 (北から)

ng.87 第 1～ 2遺構面上層断面 (南から)
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9.垂水日向遺跡 (第3次調査)

7区断割トレンチ 灰色砂礫の除去が完了した段階で、調査区の南半の東壁際で、鬼界アカ

ホヤ火山灰純降下層が確認できた。そのため、さらに下層の状況を確認す

るために設定 した 2× 3mの トレンチである。

T,P,0。 85mま で掘削し、12層に分けられる土層を確認 したが、遺構面

となる基盤層や土器等の埋蔵文化財は確認できていない。

なお、 トレンチ南壁の 7層に残存 した木片について、放射性戊素年代測

定 (14c)の 分析を実施 し、6340± HOy.B.P,(Gak‐15403)の データを得

てお り、従来から知られる鬼界アカホヤ火山灰の降下時期よりやや遡る年

代数値を得ている。

3.ま とめ 垂水日向遺跡第 3次調査では、以下の 3点の重要な成果が収められた。

①鬼界アカホヤ火山灰の純降下層の確認

②縄文時代中期から後期にかけての縄文土器の出土

③古墳時代前期初頭 (庄内期)の集落の確認

第 1に、いまから約6300年前に降下したとされる鬼界アカホヤ火山灰純

降下層の確認は、瀬戸内海沿岸においてこれまで検出例が少なく、多くを

語ることはできない。垂水日向遺跡では、第 3次調査区内で確認できた土

層の年代が推定できるだけでなく、第 1次調査地点における自然科学的分

析の成果を効果的に補完する資料となったことはいうまでもない。さらに、

自然環境の復元にも大きく寄与するものと思われる。

火山灰

●g.88 7区断割
トレンチ土層断
面 lHと西から)

-81-



庄内期の集落

第 2に、中期後半から後期前葉にかけてのまとまった縄文土器の資料を

得ることができた。第 1次調査地点でも同一層序である灰色砂礫層中から

中期～晩期の縄文土器が散発的に出土しており、両地点の資料をあわせる

と、かなりまとまった資料となる。さらに、これらの縄文土器は磨滅の程

度に差があるものの、さほど距離の離れていない場所 (段丘面 ?)に遺跡

の存在を想定させてくれる点でも極めて重要といえる。

第 3の古墳時代初頭 (庄内期)の集落の立地は、第 1次調査地点の水溜

め遺構の検出でも予想されるものであったが、今回の竪穴住居址の確認は

これを確実にする資料となった。第 2次調査地点では、当該期ならびに古

墳時代後期初めの集落が確認されており、第 4次調査地点でも6世紀後半

の上坑が確認された。古墳時代の集落がかなり広範囲にわたって営まれた

ものと推定できる。

以上のように、第 3次調査の成果は、今後の垂水日向遺跡の評価をめぐ

る多くの問題を提示しているのである。

なお、この調査については平成 3年度に報告書を刊行している。

鮒

ng 89 垂水日向遺跡 (第 3次調査)縄文時代後期の上器
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1. は じめに

試掘調査

10 垂水日向遺跡 (第 4次調査)

10.垂水日向遺跡 (第 4次調査)

神戸市垂水区陸ノ町 1丁 目1, 2番地の試掘調査を昭和63年 10月 13日 と

平成元年11月 20日 に実施した結果、中世の遺物包含層と遺構面が検出され、

さらに下層から、遺構面の可能性のある土壌化した層が確認された。

また、この隣地である陸ノ町 1丁 目30番地においてもほぼ同時期に店舗

兼個人住宅の建て替え工事が計画されたため、埋蔵文化財発掘調査は 2つ

の敷地を同時に、垂水日向遺跡第 4次調査として行うことにした。

調査範囲は、遺物包含層及び遺構面が建物の基礎等の工事によって影響

を受ける235ぽ とし、下層に関してはエレベーターピット、杭基礎の入る

604rのみを調査することとした。

五石Ff■ _

Eセ ]〔コ

垂水小学校
・ら′

■g.90 調査地位置図 S=1:2500
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2.調査の概要  調査は建物基礎の工事によって影響を うける深度までとしたため、大部

基本層序    分は、中世・古墳時代の遺構面までであった。この遺構面のベースとなる

のは、黄白灰色シル ト質粘土 (第 7層)で、この上面のレベルは調査区北

西隅が最も高 く標高5.8mで、南東に向かってわずかに下がってお り、最

低点は5.5mである。この層以下は、西半深掘部とこの部分の断ち割 り調

査のみであ り、調査区全体の層序は判らない。調査地の基本層序は以下の

とおりである。

第 1層

第 2～ 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9～ 12層

第13～17層

平安時代の

遺構・遺物

S B01

第18～36層 青灰色系粘土～細砂 (湿地の堆積上、貝等の生息痕跡 4面

存在、第27層から軽石、26、 27層 アカホヤ火山灰多し)

S B01は、南北 5間、東西 1間が検出されたが、北側と西側は調査区外

に延びる可能性のある掘立柱建物址である。建物の規模は南北10,8m、 東

S B01西2.4mで、建物の南北方向はN2° Eである。SB01‐SPloは SB02-

fig.91

調査地西半全景
(南東から)

近・現代盛土層

近世～近代耕土・床土

中世耕土

黄白灰色シル ト質粘土 (上面が古墳時代・中世遺構面、

一度の洪水による堆積)

黒褐色粘土 (後背湿地)

乳白色系粘質ンル ト (土壌化 した層を 2枚はさむ)

黄白色系ンル ト (第16層から軽石、数枚の薄い植物遺体層

をはさむ)
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10 垂水日向遺跡 (第4次調査)

SP06に切られている。 S B01の柱穴からは12世紀前半の遺物が割合まと

まって出土した。特にSB01‐SP01、 いSP07の柱痕には多 くの上器が埋めら

れていた。

S B02      S B02は、南北 2間、東西 3間が検出されたが、北側と東西側は調査区

外に延びる可能性のある掘立柱建物址である。検出された建物の規模は南

北4.9m、 東西7.lmで、建物の南北方向は真北である。柱穴のうちSB02

‐SP06はSB01‐ SP10と S D01を 切っている。

また、SB02‐ SP08は、柱痕内に河原石が詰まってお り、柱根を抜き取 り

補修 したと考えられる。 S B02の 柱穴からは、12世紀後半～13世紀の遺物

が出土 している。

キ

0                          10m

T

羊

Ｎ

ｌ
月
＝
川
＼
ｒ
ｉ
ｌ
■
ｉ
ｌ
ｉ

0 
∀
 9

ng.92 調査地平面図
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S B03

S D01

S D06

S K07

S B04

予 1

-2

-~/3

~4

-5

-61～ 6・ 11・ 12:土師器
9・ 13～ 16  :須恵器
1～ 10。 13～ 15:SB01

■g.93 SB01・ 02・ 04出土遺物

― -3

-9

-11
M~/12

7・ 10:白磁
8:瓦器       0

S B03は 、南北 5間、東西 4間が検出されたが、】ヒ側については調査区

外に広がる可能性がある掘立柱建物址である。検出された建物の規模は、

南北10.8m、 東西8.6mで、建物の南北方向はN2° Eである。

S B03の 柱穴からは12世紀前半の遺物が出土 している。

S D01は S B03の 西側で、 S B01と の間にある南北方向の溝である。幅

は12～ 28clll、 深さは 3 clllで、断面の形状は浅いU字形である。底のレベル

は南が低い。埋土には戊が多 く混入していた。

S D06は S B03の 東側で、 S B05と の間にある南北方向の溝である。幅

は48clll、 深さは15clllで、断面の形状は逆台形で、底のレベルは南が低い。

以上 2条の溝は S B03と 方向を同じくし、 S B03の 東西一番外側の柱列

と間隔を等しく保つので、 S B03に伴 う溝と考えられる。

S K07は 256× 136clll、 深さ 5 clllの不定形の土坑で、底はほぼ平らである。

S B03の 南東隅に位置 し、SB03‐SP23を避けて造られているので、 S B03

に伴 う土坑と考えられる。

S B04は 、南北 2間、東西 4間が検出されたが、南側は調査区外に広が

っている可能性がある掘立柱建物址である。検出された建物の規模は南北

5,4m、 東西8,3mである。建物の南北方向はN2° Eである。

またSB04‐ SP07の掘形底には須恵器の娩の半分だけが据えられてお り、

20cm
11:SB02   12。 16:SB04
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S B05

古墳時代の

遺構・遺物

S X01

3.ま とめ

S B01・ 03・ 04

10.垂水日向遺跡 (第 4次調査)

建物を建てる際の地鎮に係わるものと考えられる。

出土遺物から12世紀初頭～前半の建物と考えられる。

S B05は、南北 2間、東西 2間が検出されたが、】ヒ側は調査区外に広が

る可能性がある掘立柱建物址である。南側は後世の耕地造成による削平を

受けている可能性がある。

検出された建物の規模は、南北4.3m、 東西4.lmで ある。建物の南北方

向はN2° Eである。

S X01は、220× 292calの 不定形の上坑である。深さ50clllで、底は橋鉢形

をしている。南西側は調査区外に出ているため、溝状に延びていく可能性

もある。遺物は土師器の短頸壷と須恵器の杯の小片が出土しているのみで

ある。これらの遺物は 6世紀後半に属するものと考えられる。

S B01、 03、 04の廃絶時期は、出土遺物により12世紀前半のほぼ同時期

である。このことから、 3棟が同時に併存していたと考えられる。ところ

が、 S B01と 03の間とS B03と 04の間はそれぞれ60～ 70clll、 50clllと 非常に

接近 してお り、別棟だとすれば不自然である。この 3棟は建て増 して拡張

された同一棟の可能性がある。そのことは、 S B01、 03、 04には、切 り合

い関係がないこと。 S B01と 03、 S B03と 04はそれぞれ棟方向が同じで、

vl~/1       - 8 冥
竃≡豆正三フ'14

-9

-10

-11

―

15

0                                   20cm

14～ 18 須恵器

~2

3

予 4

-5
6

＼ ¬ /7

れg.94 SB03出 土遺物 1～ 13:土師器
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S B02

S B05

それぞれの建物の間隔が一定であること。S B01と 03の南北方向の柱間距

離、S B03と 04の東西方向の柱間距離がそれぞれ等しいこと。S B01と 03

の南辺、S B03と 04の東西両側の辺が揃っていること。S B03と 04と の間

に雨落ち溝がないこと。 S B03東側の溝S D06は S B04の 東まで続いてい

ること。S B01と S B03の 間にある溝S D01は S D06に比べ非常に浅く形

状も違い、埋上には灰が多く含まれていたこと。以上のような理由から考

え合わせても同一棟の可能性がある。

この 3棟の建てられた時期であるが、 S B03、 04の柱穴の掘形から遺物

が出土しており、その時期はH世紀末～12世紀初頭である。S B01の掘形

からは小さな破片しか出ておらず確実なことはわからないが、12世紀初頭

まで遡る時期のものはないようである。 S B01、 03、 04の 3棟は11世紀末

～12世紀初頭頃に、東側のS B03と S B04が 同時または相前後して建てら

れ、その後 S B01が増築され、12世紀前半に同時に廃絶したと考えられる。

S B02は S B01の柱穴とS D01を切っていることから、 S B01、 03、 04

よりは後出で、その上限は12世紀中頃と思われ、その存続時期の下限は中

世耕土層から出上した遺物のなかで、一番時期の下る13世紀中頃までと考

えられる。このことは S B01、 03、 04の棟方向が真北からやや東に振って

いるのに対し、S B02は 真北であることからも、その時期差が窺える。

S B05か らは時期の判る遺物が出土していないため、確実なことは判ら

ないが、その棟方向が S B01、 03、 04と 同じであることからそれらの建物

と同時期と考えられる。またS B05は S B01、 03、 04と 比べ、その柱穴の

規模が小さいことから、 S B01、 03、 04と は性格が違って、付属屋のよう

なものと考えられる。

以上のように今回検出した掘立柱建物l■は S B01、 03、 04を 同一棟と考

えると、南北16.5m以上、東西H.5m以上の大きなものとなり、別棟とし

ても当時の地方の村落の建物群としては大きな部類に入るものである。ま

た、同時に付属屋を持ち、出土遺物の中にも出土例の少ない中国製陶器の

盤や有力層の遊具である碁石または双六の駒と考えられる物などが出土し

たことから、村落内でも有力な階層の人の建物と思われる。また、その廃

絶時期は12世紀前半ごろと考えられ、平安時代の東大寺領荘園「垂水庄」

の経営から東大寺が撤退する時期とほぼ合致することや、第 1次調査地点

で多く出土した土錘・蛸壷などの漁労具や製塩土器などの生産具が全く出

土していないことなどから、直接生業に携わる人々の屋敷ではなく、この

荘園の経営に係わる建物の可能性も考えられる。

なお、この調査については、平成 3年度に報告書を刊行している。
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1. は じめに

H.戎町遺跡 (第 6次調査)

11.戎 町遺跡 (第 6次調査)

山陽電鉄の西台 ,須磨間は、地表式軌道で山側・浜側の地域の分割や交

通の円滑な流れの支障となっている。この現状を改善するため都市整備の

一貫として神戸市・山陽電鉄・神戸高速鉄道が協力して軌道敷の地下化を

図 り都市環境の整備を行 うことが計画された。

計画域の山陽電鉄板宿駅周辺には遺跡の存在することが予想されたた

め、昭和63年度に試掘調査を行い遺跡の存在することが粥らかとなった。

調査着手時の状況は、交通量の多い地区であ り、また駅前の乗降客が多

く、工事作業場の確保等の事情から調査対象地の西側部分や調査対象地の

一部は既に掘削が行われ、基礎的な工事を完了していた。このため調査対

象地に存在 したであろう第 1遺構面から第 6遺構面の大部分は、損なわれ

ていた。

1梃 髪ゞ

%

賜
嗣

石g.95 調査地位置図 S=1
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2.調査の概要  調査対象地の地表は既に駅前の街頭となっているため調査は覆工板の下

調査方法    で行 うこととなった。しかしながら採光と換気の必要性から可能な限 り覆

工板を象Jが し調査を行った。

調査対象地は東西約40m。 南北約25mの矩形である。調査区の区画割は、

覆工板支柱列によって北・中 。南の 3区画に分割 し、さらにそれぞれを約

10mご とに東より1区から4区に分け調査を行った。また区画割とはべつ

に基準点測量を行い、これにより調査地の実測を行った。調査は残土搬出

の関係から】ヒ地区の一部分と南地区より始めた。残土はベル トコンベアー

と小型バ ックホーを用いて場内運搬を行い、調査地の南東隅に仮置きして

残土の状況に応 じて大型バ ックホーにより場外に搬出を行った。

fig.96

作業風景

遺構面の状況 遺構面は第 1～ 8遺構面を検出した。各遺構面の時期は、第 1・ 2遺構

面は中世 (14世紀前後)、 第 3・ 4遺構面は弥生時代後期、第 5。 6遺構

面は弥生時代中期、第 7遺構面は弥生時代前期～中期、第 8遺構面は縄文

時代晩期である。第 1～第 6遺構面が存在するのは北辺部 (以下北法面と

呼称する)と東辺 (以下東南法面と呼称)の一部であり、調査対象地の約

20%に満たない面積であった。

基本層序として捉え得る部分は、前述したように北法面の第 1遺構面か

ら残存する箇所しか無く非常に限定されていた。区画割でいえば司ヒー 2区

にあたる北法面で観察された層序について述べる。

基本層序
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第 1遺構面

H.戎町遺跡 (第 6次調査)

層序は、淡灰色泥砂・黄色泥砂・灰褐色泥砂 (中世 )、 褐色砂泥 (弥生

時代後期 )、 灰色砂泥 (弥生時代中期 )、 青灰色泥砂 (弥生時代前期 )、 黒

色粘質砂泥 (縄文時代晩期)と なる。

上記のように中世には、遺構面が 2枚存在 し、林生時代中期の上面には

灰白色細砂があ り、足跡が検出された。秀生時代前期の青灰色泥砂は下層

になるほど砂の粒子は粗 くなる。

この層序を基準として、自然科学分野の諸分析を行った。

ピット7基、溝状遺構 1条、落ち込み状遺構 1基が検出された。調査遺

構面は調査対象地の北辺に長さ約25m・ 幅約 2～ 3mで残された法面の上

面となる部分である。柱穴と思われるものが検出されたが、前記の状況の

ため建物等としてのまとまりを判断するに至らなかった。落ち込み状遺構

は浅 く、規模も不明でその性格は判断できなかった。

S P101は、直径0.45m、 深さ0,3m、 柱痕径0.2mである。掘形底面に

は長径0.3m、 短径0,15mの 河原石が平らな面を上にして据えられていた。

河原石上には焼土塊と須恵器甕片が検出された。S P103は、直径0.55m、

深さ0.35m、 柱痕径0.2mである。掘形内より上師器娩が出土 した。他の

ピットは柱穴と思われるものを含めて 5基は、直径0,2～ 0.3m、 深さ0.2

～0.4mの規模である。

デ
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fig 98

SD101

井戸枠状
木製品出土状況
(南から)

北-1区でS D101が検出された。幅 7m以上、深さ2.9mの規模の溝状

遺構である。西肩は、第 1遺構面の包含層 (淡灰色泥砂)か ら切 り込んで

おり、今回の調査で最も新しい遺構である。

西肩は、西から東南方向に検出される。中-1区では大きな撹乱を受け

ているため流れの方向は明確ではないが、撹乱の底部のわずかに残された

S D101の 推積土から、北西から東南方向に流れる溝状遺構と考えられる。

東肩は調査区外となる。

遺構の両肩には杭が打ち込まれている。また上流から流されたと思われ

る杭が遺構内から出土した。杭の総数は約40本 である。 S D101の最深部

では、据えた井戸粋状木製品が割れた状態で出土した。また井戸枠状木製

品の周囲には杭が数本打たれている。この井戸枠状木製品検出面には掘形

は観察されなかった。

井戸粋状木製品は縦に 4つの破片に割れており、破片の割れ口には割れ

口を摩さぐように板状木製品が打ち込まれている。現状でも湧水があるた

め、井戸としての機能も考えられるが、その断片が接合せず、にわかに判

じ難い。

井戸粋状木製品は内外面に手斧痕が観察される。上部は折れたような状

態で、下端部は切断面となり、一段厚くなっている。

S D101か らの上記以外の出土遺物は、須恵器、土師器、陶器、磁器、

漆器、木製品、自然木、種子類、貝類、骨などである。漆器は破片ではあ
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11 戎町遺跡 (第 6次調査)

るが、5個体出土している。市内では比較的まとまって出土したといえる。

木製品では曲物、折敷、栓、円盤状木製品、板状木製品などである。種子

類ではマツボックリ、 ドングリなどがある。これらの遺物の中でも注目す

べきものは、元代末から粥代初期の染付け碗である。市内では最初の例で

あろう。染付け碗の時期は、他の出土遺物とも比較しても問題ないと考え

ている。東南法面では遺構は検出されなかった。
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第 2遺構面

第 3遺構面

第 4遺構面

fig.100

SK401

上器出土状況

ピット10基が検出されたが、第 1遺構面と同様にまとまりとしては捉え

きれない。10基のうち 4基には柱痕が検出された。ピットの規模は 2種類

あり、直径0.2m程、深さ0.2m程のものと直径0.3～ 0,4m、 深さ0。 3m程

の規模をもつものである。

第 2遺構面の遺物包含層は、第 1遺構面のベース土であるが、少量の土

師器、須恵器が出上した。また各ピットからの出土遺物もわずかであった。

東南法面では第 1遺構面と同様に遺構は検出されなかった。

基本層序でもふれたが、褐色砂泥面の直上に灰白色泥砂が覆う。北法面

も東南法面でも同様に観察された。灰白色泥砂を削除すると東南法面では

足跡が検出された。北法面では明確な足跡は検出されなかった。また出土

遺物は全くなかった。

土坑 1基 と落ち込み状遺構 2基が検出された。 S K401は、部分的に高

く残った北-4区で検出され、直径1,7m、 深さ1.Omの土坑である。断面

は、検出面では巾着袋状の形態をなす。土坑内より甕形土器、高外、火を

受けた石、桃の種子が出上した。

S X401は、北法面 (北-3区)で検出された深さ0,lmの不整形な落ち

込み状遺構である。河原石と甕形土器が出土した。

S X402も 、北法面 (北-2区)で検出された深さ0,16mの落ち込み状

遺構である。西側の肩は不引瞭であった。完形の壷形土器が出上した。
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H 戎町遺跡 (第6次調査)

fig.101

SK401出土土器
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第 5遺構面

第 6遺構面

第 7遺構面

ピット6基、溝状遺構 1条、土坑 2基、落ち込み状遺構 6基が検出され

た。溝状遺構以外は北法面の下層部で検出されている。法面の幅は下層に

いくに従って広 くなるが、ピット6基は建物址 としてのまとまりをつかむ

には至らなかった。ピットは直径0.2～0.4mと ばらつきがあるが、深さ0.

2m前後で皿状を呈し浅いものである。

ピットを除いて S K502以外の遺構は、調査区外に広が り規模等を明確

にすることはできなかった。

S K502は歪な円形の上坑である。長径1.4m、 深さ0.2mの規模を持つ。

特に出土遺物はなかった。

S X504は西から東に徐々に下がる落ち込み状遺構で、東側の肩は明確

ではなく、 S X505、 S X506、 S P 507の 検出されるあた りから徐々に上

がってゆく。

S D501は東南隅 (南-1区 )で検出された、幅2.lm、 深さ0.2mの断

面が蒲鉾形を呈する溝状遺構で、弥生土器片と自然木が出土した。北から

南へ流れる滞と思われるが、北側 (中-1区 )は撹乱を受け南側は調査区

外となっている。

ピット、溝状遺構、落ち込み状遺構が検出された。北法面では、 SD
604が検出された。西から東に流れる幅1.ユ m、 深さ0。 25mの溝状遺構で、

西の一部は S D603に切られる。溝内からはほぼ完形の長頸壷が横倒 しの

状態で出土 した。 S X605は北-2区で検出された長径6.8m、 深さ0.25m

の落ち込み状遺構で、少量の弥生土器が出土 した。他に北法面ではピット

が検出されている。

S D602は、 S D501の はぼ真下に検出された溝状遺構で、 S D501下層

とすべきものである。少量の弥生土器とサヌカイ ト製石錐が出上した。

S X601は、当初砂溜まり状の遺構として検出されたが、最終的には幅

3.lm、 深さ0.25mの溝状遺構 となった。弥生時代中期の壷形土器・甕形

土器・高芥・未製の上製紡錘車、板状木製品が出上 した。

S X604は、 S X601を 切る粘質上の推積した落ち込み状遺構である。長

径2.5m、 深さ0.4mで、出土遺物は無かった。

ピット、土坑、滞状遺構、落ち込み状遺構が検出された。層序としては

第 1次調査で水田址検出面と合致する遺構面のため清掃段階から、水田址

の検出がされる可能性に留意 して作業を行ったが、水田址の検出はなかっ

た。 S D704は、北-4区から中-3区 にかけて「 Y」 の字状の平面形で

検出された溝状遺構である。幅3.5m、 深さ0.2mで少量の弥生土器が出土

した。また遺構の底面から5基のピットが検出された。
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■.戎町遺跡 (第 6次調査)

S D702は、北-2・ 3区で西方向に流れ、北-2区 で南に屈曲する溝

状遺構で、幅3.8m、 深さ0.8mの規模を持つ。弥生土器が少量出土 した。

S D710は、後述するS X704の上面に検出された溝状遺構である。堆

積土は黄色粗砂で、規模は、幅1.6m、 深さ0.6mである。弥生時代前期と

中期の土器が混 じって出上 した。

S X705は、 S D710の北端で S D710を覆 うように検出された落ち込み

状遺構で、中期の上器が出上した。

色
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第 6遺構面
平面図

fig.103

第 7遺構面
平面図
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fig 104

SX704
土器出土状況

S D707は 、南-1・ 2区で検出された、「 S」 字状に屈曲する溝状遺構

である。幅1.lm、 深さ0。 7mで、滞内堆積土は白色粗砂である。弥生時代

中期の土器が出上した。また東南隅で太型蛤刃石斧が出土 した。加えて S

D707の検出面付近では、偶蹄類の足跡や人の足跡が検出された。

中-4区では、滞状の落ち込み遺構 S X701・ S X702が検出された。そ

れぞれの規模は、幅1.3m、 深さ0,lm、 幅2.6m、 深さ0。 lmで浅いもので

ある。平面形からは溝状遺構とすべきだろうか。弥生時代前期の上器が出

上 した。

中-1～ 4区の調査着手時の状態はかな り削平されたようであった。遺

構面上の残土を清掃 した段階ではば第 7遺構面が検出された。こうした状

態で中-3区ではピットが10数基検出された。

これらのなかではば正方形に並ぶ 4基のピットがある。それぞれのビッ

トは直径0.2m、 深さ0.2～0.4mで、しっか りした掘形を持つ。また 4基

のビットのほぼ中央の直径0.2m、 深さ0.2mの ピットには灰が詰まってい

た。これらの状態から速断はできないが、削平された竪穴住居址 と考えら

れる。

S K703は 、一辺0.44m、 深さ0.2mの方形の上坑である。土坑内には偏

平な河原石が 5個入っていた。遺構の性格は不朔である。

また南 2～ 3区は、既に重機による掘削を受け、第 7遺構面は存在 しな

か っ た 。
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第 8遺構面

fig.105

第 8遺構面
平面図

自然科学分析

H 戎町遺跡 (第6次調査)

流路 と溝状遺構が検出された。 S X704とま北・中・南-1・ 2区に検出

された流路状の遺構である。西肩は西北から東南に検出され、東肩は調査

区外となる。幅10m以上、深さ2.5m以上の規模である。出土遺物は、少

量であったが、北端で完形の壺形土器が出土した。他に自然木が出土 した。

調査区西側では幅約10m、 深さ2.5mの 自然流路が検出された。中-3

区で二股に分岐する。二股に分岐した流路を流路 1、 本流を流路 2と した。

流路 1の断面形は蒲鉾形を呈し、幅2.2m、 深さ0.6mである。流路 2の特

に中-3区 の側面は、流れの勢いが激 しさを示すように壁面が直立もしく

は扶られていた。

出土遺物は、縄文時代晩期後半の突帯文土器を主体とするが、古い時期

の遺物として滋賀里Ⅲ式に属する波状口縁をもつ浅鉢が出上 している。

また、流路中-3区 の底面に近いところでは、石棒が 1点出土 している。

長さ45clll、 両端はややつばまる直径 13clllの 大型品である。石材は紅簾片岩

である。あわせて第 8遺構面検出時には、中-2区 の青灰色泥砂層より残

存長20clllで、断面形が紡錘形の緑泥片岩製の石棒が出上している。

発掘調査に伴い、自然科学の諸分析を行った。

①地形環境分析 地理学的観点からボーリングデータ・地形図・調査地の

層序断面などを用いて、遺跡の地形環境を分析する。

②火山灰分析 土壌中に遺存する火山灰を抽出、分析することにより遺跡

の形成過程や推積土壌の年代を決定する。

③放射性灰素分析 調査で出土した木材・炭・土壌に含まれる放射性炭素
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3.ま とめ

fig。 106

調査区全景
(南から)

の分析によリサンプルの絶対年代を決定する。

④プラントオパール分析 植物が残す機動細胞珪酸体 (プ ラントオパール)

を抽出、分析することにより、調査地の植生環境を復元する。特に第 7

遺構面での水田址の有無を分析する。

③花粉分析 植物が残す花粉化石を抽出、分析し調査地の植生環境を復元

する。プラントオパール分析と相互補完的分析である。

⑥大型植物遺体分析 (種子分析) 調査地より出土した植物遺体 (特に種

子等)を同定、分析することにより、調査地の植生環境を復元する。

②大型樹種分析 調査地より出上した木材を同定、分析することにより調

査地の植生環境を復元する。

これまで 1次から5次に至る調査を行っているが、今回の調査では初め

て中世の遺構面が検出された。また、この遺構から市内では初例と考えら

れる元代末期から明代初期の染付け碗が出土した。

さらに遺跡の範囲が、東西200m、 南北300m以上の広がりをもつことが

推定されるようである。

縄文時代晩期の遺構と遺物の検出は、付近にこの時期の集落が存在した

ことを示唆し、農耕文化を受容できる素地が既にこの地域にあったことを

示している。

今回の調査やこれまでの調査の成果から、縄文時代晩期から弥生時代前

中 。後期にわたって集落が間断なく営まれていたことや前期の水田址の検

出は、摂津西端部の拠点集落としての位置付けができる。
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1. は じめに

2.調査の概要

基本層序

12 戎町遺跡 (第7次調査)

12.戎 町 遺跡 (第 7次調査)

戎町遺跡は妙法寺川左岸の扇状地末端部に立地する遺跡である。

これまでに 6次にわたる調査が実施されてお り、縄文時代晩期～中世に

いたる複合遺跡であることが粥らかになっている。

今回の調査地 (第 7次調査地点)は大田町 2丁 目37-2に位置 し、昭和

62年度に実施した第 2次調査地点の】ヒ側に隣接する地点である。

今回の調査においては 3面の遺構面が確認され、弥生時代中期～鎌倉時

代初頭にいたる遺構・遺物が検出された。

上層より現代盛土、青茶色砂質土、青茶色粘砂土、青茶色粘質土、黒茶

色粘砂土、濃茶色細砂混 り砂質上、茶灰色細砂、青灰色細砂混 リシル トの

順で、青茶色砂質土は平安時代後期～鎌倉時代初頭、青茶色粘砂土は奈良

時代後期～平安時代前期、黒茶色粘砂土は弥生時代中期の遺物をそれぞれ

包含する層である。

ヽ
＼

鰻
%

＼

れg。 107 調査地位置図 S=1:5000
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第 1過構面    秀生時代中期の包含層である黒茶色粘砂上の上面で検出された遺構面で

ある。

直上層の青茶色粘質上が水田耕土と考えられ、この遺構面では獣足痕や

スキ取 り痕と考えられる溝状遺構が検出された程度で、遺構からの遺物の

出土はなく、詳細な時期は不粥である。

第2遺構面    弥生時代中期の包含層である黒茶色粘砂上を除去 した濃茶色細砂混 り砂

質上の上面で検出された遺構面である。

遺構は小規模な溝状遺構 5条 (S D01～ 05)、 不定形落ち込み状遺構 3

基 (S X01～ 03)、 ピット状遺構 (S P01～ H他)な どで、その出土遺物

から、そのほとんどが外生時代中期のものと考えられる。

第3遺構面    第 2遺構面のベース層である濃茶色細砂混 り砂質土を除去 した時点で検

出された遺構面である。

第 1・ 4次調査で確認された弥生時代前期後半の河道の最上層であると

考えられるが、杭状木製品 (長 さ約 lm、 太さ約 8 clll)が 1点検出された

程度で、時期を確定できるような遺物は確認されなかった。

遺構 としては河道の埋没段階における小規模な流路の西側肩部を検出し

たのみである。

第3遺構面下層  今回の調査は工事の影響の及ぶ深度 (現地表下 -210 clll、 但 し一部現地

表下 -260 clll)ま での調査で、最大現地表下 -260 clllま で掘削を行ったが、

当調査区内においては、その土層の状況から、河道の埋没土と考えられ、

0                 2m

●g.108 調査地平面図 (第 1遺構面)
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3.ま とめ

12 戎町遺跡 (第7次調査)

河道の底部を確認するには至らなかった。また、遺物は検出されなかった。

今回の調査においては、弥生時代中期の遺構を荻多く検出しながらも、

調査面積にかなりの制約があったため、各遺構の性格や集落の広がりを確

認するにはいたらなかった。

しかしながら、遺構・遺物包合層中より弥生時代中期,奈良時代後期～

平安時代前期,平安時代後期～鎌倉時代初頭の遺物がそれぞれ出上したこ

とは、戎町遺跡の様相を知る上での一助を担うものと考えられる。

0 壁ヘツ
。「l

荀gJ00 調査地平面図 (第 2・ 3選結面)
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